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帝国書院 編集部編・・・ 43 5 6 年

楽 しく 学ぶ

地図帳小学生の

～グローバル化する社会に必要な，
日本と世界の正しいすがたの理解のために～

3年生から6年生まで
小学校の学習に
最適な地図帳!

帝国書院 新課程 地図帳のあらゆる情報が詰まった

専用Webサイトのご案内

3年生から6年生まで
小学校の学習に
最適な地図帳!

新課程 地図帳
Web も
ご覧ください

本資料は，一般社団法人 
教科書協会「教科書発行者行動
規範」に則っております。
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本資料は，環境にやさしい再生紙・植物油インキを使用しています。
また，カラーバリアフリーを含む，ユニバーサルデザインに配慮しています。
本書の無断転載・複製を禁じます。

※左の二次元コードのほか，弊社ホームページからもご覧いただけます。

帝国書院 検索

・こんなに変わった！
　帝国書院の小学校用地図帳（動画）
・内容解説資料（PDF/ActiBook）
・編修趣意書（PDF）
・観点別構成表（Excel）
・二次元コードの内容紹介（動画）� など

2 0 2 0 年 度 用

教 科 書 の ご 案 内 　
お も な 内 容

Webサイトはこちら
［ 新課程 地図帳Webへ ］

※一部，内容が変わる場合があります。

部分サンプル

・教師用指導書の紹介（PDF）
・地図帳活用ワークシート（PDF）
・白地図データ（PDF）
・地域版地図のご案内（PDF）
� など

サ ポ ー ト 体 制 の ご 案 内 　
お も な 内 容

〒101-0051　
東京都千代田区神田神保町3-29
TEL　03-3262-0831
URL　https://www.teikokushoin.co.jp/

・Web体験版
・基本機能紹介（動画）
・デジタル教材の授業展開例
　（動画）
� など

デ ジ タ ル 教 科 書・
教 材 の ご 案 内 　

お も な 内 容

部分サンプル

2020年度　内容解説資料

2020年度　内容解説資料



4 大 特 色

～グローバル化する社会に必要な，
日本と世界の正しいすがたの理解のために～

3年生から6年生まで
小学校の学習に最適な地図帳!

特別支援教育のための地図帳／
地図帳指導のサポート／本書の特色一覧 

楽しく学ぶ 小学生の地図帳　配列構成

地図帳の判型変更について
▶平成27年度版の現行版地図帳（AB判）
に比べて，タテが40㎜広がっていま
す（A４判）。

※軽くて丈夫な用紙を新開発し，地図帳１冊の
重さは新版でも大きく変わっていません。
本資料p.36で詳細に紹介しています。

＝拡張範囲

420㎜

297㎜

420㎜

257㎜

現行版（AB判） 新版（A4判）

①大きくなり見やすい
②結びつきがよりわかる

大判化のメリット

こんなに変わった！
帝国書院の
小学校用地図帳

［ 新課程 地図帳Webへ(動画) ］

分類 おもな内容 ページ 本資料での
掲載ページ

世界の地図 世界発見！ １-３ ３-４

日本の地図 日本をながめてみよう ４-６ ー

地図のやくそく

地図って何だろう ７-８ ９-10

方位 ９-10
11-12

地図記号 11-12

きょりの求め方 13-14 ー

地図帳の使い方
記号と色（凡例） 15-16 ー

さくいん・縮尺 17-18 ー

広く見わたす地図
（160万分の１図）

九州地方 19-20 ー

中国・四国・近畿地方 21-22 ー

中部・関東地方 23-24 ５-８

東北地方 25-26 ー

北海道地方 27-28 ー

領土の地図 日本の領土とそのまわり 29-30 27-28

都道府県を
見る地図

（100万分の１図）

※北海道地方のみ
   160万分の１図     

南西諸島 31-32 ー

九州地方 33-34 ー

中国地方 37-38 ー

四国地方 39-40 ー

近畿地方 43-44 ー

中部地方 51-52 13-16

新潟県 56 33-34

関東地方 57-58 ー

東北地方 66-68 ー

北海道地方 69-70 ー

くわしく見る地図
(50万分の１図)

※北海道地方のみ
   100万分の１図

沖縄島 31 ー

九州地方北部 35-36 ー

瀬戸内海周辺 41-42 ー

近畿地方中部 45-46 17-20

中部地方南部 53-54 ー

関東地方南部 59-60 ー

仙台市とそのまわり 68 ー

北海道地方南部 71-72 ー

分類 おもな内容 ページ 本資料での
掲載ページ

くわしく見る地図
(20万分の１図)
※愛知県のみ
   30万分の１図

京阪神（京都・大阪・神戸） 47-48 ー

自動車産業のさかんな
愛知県 55

東京都とそのまわり 63-65 21-22

くわしく見る地図
（５万分の１図）

奈良市中心部・斑鳩町付近・
明日香村付近・京都市中心部 49-50 23-26

日本の首都・東京 61-62 ー

世界の地図

世界と地球儀 73-74 ー

アジア・オセアニア 75-76 ー

アジア 77-78 ー

ヨーロッパ・アフリカ 79-80 ー

ヨーロッパ 81-82 ー

北アメリカ・南アメリカ 83-84 ー

アメリカ合衆国 85-86 ー

資料図

日本の自然のようす（１）
地形 87-88 ー

日本の自然のようす（２）
気候 89-90 ー

日本の自然災害と防災（１）
過去の災害事例 91-92 ー

日本の自然災害と防災（２）
災害を防ぐ工夫 93-94 29-30

日本の産業のようす（１）
農水産業 95-96 ー

日本の産業のようす（２）
工業・交通 97-98 ー

日本と世界の結びつき
貿易・観光 99-100 ー

日本の歴史と世界文化遺産 101-102 ー

統計
日本の統計 103-104 ー

世界の統計 105 ー

さくいん さくいん 106-114 ー

資料図 都道府県の名前と位置 115-117 ー

作業ページ 地図マスターへの道
まとめのぬりつぶし 117 31-32

世界の地図 世界の国々 118-120 ３-４

地 図 帳 の

1
特色 初めて地図帳を手にする児童のために

～３年生からの使用に対応～
p.３-12

2
特色 見やすさ・わかりやすさの追究

～正しい国土理解のための工夫～
p.13-30

3
特色 主体的な学びから深い学びへ

～社会的な見方・考え方の育成～
p.31-34

4
特色 さまざまな学習環境への対応

～インクルーシブ教育・軽量化・教科等横断～
p.35-37

p.36
p.38-40
p.41-45

本資料での掲載ページ▶

その他の
ご案内

スパロウ先生
本資料の補足
をしています。（ ）
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世界の地図
新設!初めて地図帳を手にする児童のために

～地図帳へといざなう，親しみやすい導入～1
特色

外国語活動や外国語科
でも活用できるB

▶「世界の国からこんにちは！」の
コーナーでは，14か国の挨拶を
紹介しています。また，国名や一
部のイラストには英語を付記して
います。

児童の発達段階に配慮
し，p.１-３とp.118-
120の世界全図では記
載内容と表現を大きく
変えています。

国旗を
確認できる

▶日本に加え，３年生の「他地
域や外国との関わり」の学習
にも対応し，日本と結びつ
きが強いおもな国の国旗を
取り上げています。

C

⬇ p.１-３ （３ページ大の一部，約70%に縮小）

A B

D

C
B

D

▶p.１-３の世界全図「世界発見！」では，３年生からの使用を念頭に，
記載内容を精選し，大きなイラストを多数掲載しています。

親しみやすい地図表現A

A

※p.118-120では197か国の国旗を扱っています。

⬇
p.118-120 （３ページ大の一部，約70%に縮小）

詳細な
世界全図D

▶p.118-120では，児
童の発達段階に配慮
し，高学年向けの詳
細な世界全図を掲載
しています。

P.118-120の詳細な世界全図との比較

1

特
色

43



▶３年生からの使用を念頭に，見やすい160
万分の１図「広く見わたす地図」を新設して
います。児童の発達段階に配慮して記載内
容を精選し，大きなイラストを多数掲載し，
楽しく親しみやすい地図表現にしています。

親しみやすい地図表現A1
特 色

A

 ４年生以降でも，「県内の特色ある地域の様子」などの振り返り学習に活用できます。

1 �都道府県の名称や位置が見やすく，わかりやすい。
2 �日本各地の名産品や観光地などのイラストが 

豊富で楽しく，親しみやすい。
3 �交通による地域間の結びつきが捉えやすい。

「広く見わたす地図」の特色

⬇ p.23-24 （  160万分の１図  ， 約65%に縮小）

⬇ p.51-52 （  100万分の１図  ，約35%に縮小）

100万分の１図との比較

初めて地図帳を手にする児童のために
～見やすく，楽しく，親しみやすい地図表現～

次の見開きに  原寸大  で
掲載しています

100万分の１図「都道府県を見る地図」とは別に，
日本全体をカバーする160万分の１図「広く見
わたす地図」を新設しています。

児童の発達段階に配慮し，二つの
縮尺の地図では，記載内容や表現
に大きな違いがあります。

160万分の１図
 「広く見わたす地図」

［ 二次元コードデータ ］

同じ範囲の
160万分の１図と
100万分の１図
との比較  原寸大 

160万分の１図
「広く見わたす地図」

新設!

1

特
色

65



原寸大

87
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地
ち

図
ず

って何
なん

だろう
ここに
二次元
コードが
入ります

1 まず学
がっ

校
こう

を上
うえ

から見
み

てみよう

2 もっと広
ひろ

い範
はん

囲
い

を　　　見
み

てみよう もっと高
たか

いところからだと，
広
ひろ

い範
はん

囲
い

がながめられるよ。
どのようなものが見
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下
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校
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し
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しょ

や
行
い

ったことのない場
ば

所
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ち

図
ず
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だね。

電
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車
しゃ
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電
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車
しゃ

はどこまで
行
い

くのかな。

道
どう

路
ろ

や線
せん

路
ろ

がどのように
つながっているかは，
地
ち

図
ず

のほうがよくわかるね。

地
ち

図
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の場
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物
もの

だということはわからなくなるね。

1

2

3
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図
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ち

図
ず
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下
した
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図
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えよう。

次
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のページからは，
地
ち
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ず
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地
ち
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ず
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置
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　　市
し
役
やく
所
しょ
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ほう
向
こう
にあるか。
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い，近
ちか
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れい
：小

しょう
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がっ
校
こう
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し
役
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所
しょ
は，

　　どのくらいはなれているか。

カ��真
ま

上
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から見
み

た学
がっ

校
こう

のまわりのようす（地
ち

図
ず

）

※このページの上
うえ
にある二

に
次
じ
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コードから，この学

がっ
校
こう
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影
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どう
画
が
を見

み
ることができます。

小
しょう
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がっ

校
こう市
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地
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地
図
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て
何
だ
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う

7 8
A B

C

C

⬇ p.７-８ （約75%に縮小）

「地図のやくそく・地図帳の使い方」
の構成

１ 地図って何だろう p.７-８

２ 方位 p.９-10

３ 地図記号 p.11-12

４ きょりの求め方 p.13-14

5 記号と色（凡例） p.15-16

6 さくいん・縮尺 p.17-18

地
図
の
や
く
そ
く

地
図
帳
の
使
い
方

１
地図のなりたちと
やくそくごと 

（方位・地図記号・きょりを含む）
p.５-６

2 記号・色・さくいん p.７-８

3 縮尺など p.９-10

地
図
の
や
く
そ
く

地
図
帳
の
使
い
方

大リニューアル初めて地図帳を手にする児童のために
～地図の基本的な概念をわかりやすく解説～1

特 色

「地図の成り立ち」がわかる
ドローン動画

［ 二次元コードデータ ］

「地図の成り立ち」を
わかりやすく解説A

▶３年生からの使用に対応し，児童がつまずかな
いように，「地図とは何か」について，まず学校
のまわりを例に，視点の違いをふまえて，わか
りやすく解説しています。

作業とまとめのコーナー
で知識・技能を定着

▶作業コーナー「トライ！」の問題を解いて
いくことで，知識・技能の定着が図れます。
▶「地図のやくそく」に対して，まとめとな
るコーナー「地図からわかること」を設け
ています。

C

▶３年生での市区町村の学習に対応し，学
校のまわりから実際のまち（大阪府堺市）
へと視点を広げて，「地図とは何か」につ
いて，段階的に示しています。鳥瞰表現
の絵図と，平面の地図とを比べることで
わかりやすく理解できます。

まちの地図から考えるB

 新版  

 現行版  

質・量ともに

充実！

（12ページにわたって解説）

（６ページで解説）

地図の成り立ち

現行版との
比較

1

特
色
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から方
ほう

位
い
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よ
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と

ろう

北
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しょうがっこう
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けいさつしょ

警察署
しょうぼうしょ

消防署

はくぶつかん

博物館
と しょかん

図書館

だいせん　　　　　　 こ ふん
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こうこう
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ちゅうがっこう

中学校

ゆうびんきょく

郵便局
し やくしょ

ほんかん
市役所
（本館）

し やくしょ

こうそうかん
市役所

（高層館）

びょう いん

病院

とくべつ し えんがっこう
特別支援学校

阪
堺
電
軌
阪
堺
線

は
ん
か
い
で
ん
き
は
ん
か
い
せ
ん

南海高野線

なんかいこう
や

せん

阪
和
線

は
ん

　わ

　せん

　　　　　　　　　　　　どお

フェニックス通り

阪神高速15号

はんしんこうそく
　　ごう

　　　　　　　　　　　　えき

さかいひがし駅

　　　　　　　　　　　　えき

もずはちまん駅

　　　　　　　　えき

さかいし駅

　　　　　　　　　　　　えき

みくにがおか駅

方
ほう

位
い

記
き

号
ごう

を見
み

れば,
どちらが北

きた

なのかがわかるね。

病
びょう

院
いん

は
どこにあるかな。

私
わたし

から見
み

たら，
左
ひだり

にあるよ。病
びょう

院
いん

は，
小
しょう

学
がっ

校
こう

の右
みぎ

に
あるね。

えーっと，
どのように言

い

えば
いいのかな。

地
ち

図
ず

を見
み

る向
む

きによって，
右
みぎ

や左
ひだり

の方
ほう

向
こう

がちがうよ。
方
ほう

位
い

で正
ただ

しい方
ほう

向
こう

を表
あらわ

してみよう。

北

どちらの方
ほう

向
こう

にあるかを正
ただ

しく表
あらわ

すには方
ほう

位
い

を使
つか

います。
東
とう

西
ざい

南
なん

北
ぼく

という4方
ほう

位
い

や，さらに細
こま

かく示
しめ

した8方
ほう

位
い

があります。

地
ち

図
ず

のやくそく（1） 方
ほう

位
い

ここに
二次元
コードが
入ります

方
ほう

位
い

で正
ただ

しい方
ほう

向
こう

を表
あらわ

そう1 方
ほう

向
こう

は，東
とう

西
ざい

南
なん

北
ぼく

などの方
ほう

位
い

で表
あらわ

すと便
べん

利
り

だよ。

2 地
ち

図
ず

には，方
ほう

位
い

記
き

号
ごう

がかかれているよ。

ウ  地
ち

図
ず

上
じょう

で方
ほう

位
い

を示
しめ

す さまざまな方
ほう

位
い

記
き

号
ごう

ア  方
ほう

向
こう

を表
あらわ

す「方
ほう

位
い

」

イ  教
きょう

室
しつ

の中
なか

で東
とう

西
ざい

南
なん

北
ぼく

を調
しら

べてみよう

方
ほう

位
い

じしんを使
つか

った方
ほう

位
い

の調
しら

べ方
かた

方
ほう

位
い

じしんを使
つか

うと，
方
ほう

位
い

を調
しら

べることができるよ。
色
いろ

のついている針
はり

は，
常
つね

に北
きた

をさすようになっています。
北
きた

の方
ほう

向
こう

がわかると，
南
みなみ

，東
ひがし

，西
にし

の方
ほう

向
こう

もわかります。

自
じ

分
ぶん

たちの教
きょう

室
しつ

でも，
方
ほう

位
い

を調
しら

べてみよう。

この教
きょう

室
しつ

は，ろうか側
がわ

が北
きた

で，
正
しょう

面
めん

の黒
こく

板
ばん

側
がわ

は西
にし

になるんだね。

1 調
しら

べるものの方
ほう

向
こう

を 
向
む

いて，方
ほう

位
い
じしんが 

水
すい

平
へい

になるように 
手
て

のひらに置
お

きます。

2 針
はり

の動
うご

きが止
と

まったら， 
針
はり

の色
いろ

のついたほうに， 
文
も

字
じ

ばんの「北
きた

」を 
合
あ

わせます。

3 文
も

字
じ

ばんから 
方
ほう

位
い

を読
よ

み取
と

ります。

調
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調
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は，東
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ぼく

などの方
ほう

位
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で表
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すことができます。
★ 地

ち
図
ず

には，どちらが北
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なのかがわかるように，方
ほう

位
い

記
き

号
ごう

がかかれています。
★ 方

ほう
位
い

記
き

号
ごう

がない地
ち

図
ず

の多
おお

くは，上
うえ

が北
きた

になっています。
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ひがし

　④ 西
にし

　⑤ 消
しょう
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ぼう

署
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がっ
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のまわりの地
ち

図
ず
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ず
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き

号
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 地
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ず

中
ちゅう

の  に正
ただ

しい方
ほう

位
い

をかきこもう。
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ち
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しょう
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ず
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なか
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番
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にある建
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物
もの

はどれかな。
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て
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手
て
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せ

中
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の
方
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向
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ば

合
あい

の山
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「西
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⬇ p.12 （部分，約70%に縮小）

地
図
の
や
く
そ
く

地
ち

図
ず

記
き

号
ごう

地
ち

図
ず

記
き

号
ごう

のもとになったもの 地
ち

図
ず

記
き

号
ごう

地
ち

図
ず

記
き

号
ごう

のもとになったもの

警
けい

察
さつ

署
しょ

警
けい

察
さつ

官
かん

が持
も

って
いる警

けい
棒
ぼう

を
交
こう

差
さ

させた形
かたち

。
温
おん

　泉
せん

湯
ゆ

のわき出
だ

す
ところと
湯
ゆ

けむりを
組
く

み合
あ

わせた形
かたち

。

消
しょう

防
ぼう

署
しょ

昔
むかし

，火
か

事
じ

のときに
火
ひ

の広
ひろ

がりを防
ふせ

ぐ
ために使

つか
った

さすまたの形
かたち

。
田
た

稲
いね

をかり取
と

った
あとの切

き
り株

かぶ
の

形
かたち

。

神
じん

　社
じゃ

神
じん

社
じゃ

の入
い

り口
ぐち

などにある
鳥
とり

居
い

の形
かたち

。
畑
はたけ

2枚
まい

の子
し

葉
よう

の形
かたち

。

図
と

書
しょ

館
かん

本
ほん

を開
ひら

いたときの
形
かたち

。
果
か

樹
じゅ

園
えん

（果
くだ

物
もの

畑
ばたけ

）

りんご や なし
などの果

くだ
物
もの

を
横
よこ

から見
み

た形
かたち

。

博
はく

物
ぶつ

館
かん

・
美
び

術
じゅつ

館
かん

博
はく

物
ぶつ

館
かん

や美
び

術
じゅつ

館
かん

などの建
たて

物
もの

の形
かたち

。

橋
はし

橋
はし

を上
うえ

から
見
み

た形
かたち

。

城
しろ

跡
あと

城
しろ

をつくるときに
はった なわの形

かたち
。

鉄
てつ

　道
どう

線
せん

路
ろ

と駅
えき

を
上
うえ

から見
み

た形
かたち

。

地
ち

図
ず

記
き

号
ごう

地
ち

図
ず

記
き

号
ごう

のもとになったもの

小
しょう

学
がっ

校
こう

・
中
ちゅう

学
がっ

校
こう

昔
むかし

，教
きょう

育
いく

や文
ぶん

化
か

などに関
かか

わる
仕
し

事
ごと

をしていた
文
もん

部
ぶ

省
しょう

の「文
もん

」を
記
き

号
ごう

にしたもの。

郵
ゆう

便
びん

局
きょく

昔
むかし

，郵
ゆう

便
びん

を
あつかっていた
逓
てい

信
しん

省
しょう

の「テ」を
記
き

号
ごう

にしたもの。

病
びょう

　院
いん

昔
むかし

の衛
えい

生
せい

隊
たい

の印
しるし

を
記
き

号
ごう

にしたもの。

寺
じ

院
いん

（寺
てら

）

仏
ぶっ

教
きょう

で使
つか

われる
「卍

まんじ
」を記

き
号
ごう

にした
もの。

地
ち

図
ず

記
き

号
ごう

地
ち

図
ず

記
き

号
ごう

のもとになったもの

市
し

役
やく

所
しょ

建
たて

物
もの

の形
かたち

に関
かん

係
けい

なく，市
し

の中
ちゅう

心
しん

に
あることを
イメージしたもの。

老
ろう

人
じん

ホーム

建
たて

物
もの

と つえを
合
あ

わせたもの。

市
し

役
やく

所
しょ町

まち
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やく

場
ば
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むら

役
やく

場
ば
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察
さつ

署
しょ

交
こう

番
ばん

丸
まる

で囲
かこ

むと，別
べつ

のものを表
あらわ

す
地
ち

図
ず

記
き

号
ごう

もあるんだよ。

何
なに

を
つくっているの。

駅
えき

のまわりの地
ち

図
ず

だよ。
建
たて

物
もの

が多
おお

くて
つくるのがたいへんだよ。

私
わたし

がよく行
い

く図
と

書
しょ

館
かん

を
この地

ち

図
ず

からさがすのは
たいへんだね。

建
たて

物
もの

や土
と

地
ち

のようすは，
地
ち

図
ず

記
き

号
ごう

を使
つか

って表
あらわ

すと，
わかりやすくなるよ。

どうすれば，わかりやすい
地
ち

図
ず

になるかな。

地
ち

図
ず

のやくそく（2） 地
ち

図
ず

記
き

号
ごう

ここに
二次元
コードが
入ります

ア��絵
え

で表
あらわ

した地
ち

図
ず

イ��地
ち

図
ず

記
き

号
ごう

を使
つか

って表
あらわ

した地
ち
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ず

ウ��ものの形
かたち

から生
う
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ち
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ず
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号
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エ��文
も
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から生
う
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ち
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ごう

オ��そのほかの地
ち
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ず
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ごう

地
ち
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ず

記
き

号
ごう

を使
つか

おう1 地
ち

図
ず

記
き

号
ごう

を使
つか

うと，地
ち

図
ず

がわかりやすくなるよ。

記
き
号
ごう
の説

せつ
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めい
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果
くだ
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もの
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てつ
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どう

家
いえ

店
みせ

緑
みどり

があるところ

どの地
ち

図
ず

記
き

号
ごう

を知
し

っているかな2 地
ち

図
ず

記
き

号
ごう

はこうやって生
う

まれたよ。

★ 建
たて

物
もの

や土
と

地
ち

のようすを地
ち

図
ず

に表
あらわ

すときには， 
地
ち

図
ず

記
き

号
ごう

を使
つか

うとわかりやすくなります。

★ 地
ち

図
ず

のそばに，地
ち

図
ず

記
き

号
ごう

の説
せつ

明
めい

をつけます。

地
ち

図
ず

のやくそく（2）　地
ち

図
ず

記
き

号
ご う

① イの地
ち

図
ず

で，一
いち

番
ばん

多
おお

い建
たて

物
もの

の地
ち

図
ず

記
き

号
ごう

は何
なに

かな。

② イの地
ち

図
ず

で，畑
はたけ

が広
ひろ

がっているところ  を 
 茶
ちゃ

色
いろ

でぬってみよう。

の答
こた

え：① 　 （郵
ゆう

便
びん

局
きょく

）

※11〜14ページの地
ち

図
ず

記
き

号
ごう

は，国
こく

土
ど

地
ち

理
り

院
いん

の記
き

号
ごう

を参
さん

考
こう

にしています。

マークや記
き

号
ごう

が何
なに

を表
あらわ

しているかがわかるように，説
せつ

明
めい

をつけよう。

①の答
こた

えは，このページの下
した

にあります。

わかりやすい地
ち

図
ず

をつくるには，どうすればよいかな。

き
ょ
り
の
求
め
方

地
図
記
号

方
位

地
図
っ
て
何
だ
ろ
う
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初めて地図帳を手にする児童のために
～方位・地図記号・きょりの求め方をわかりやすく解説～1

特色

地図のやくそく（１）
［ 二次元コードデータ ］地図のやくそく

▶初めて地図帳を手にする3年生にとって，なぜ
「地図のやくそく」が必要なのかを投げかけてい
ます。３コママンガにすることで，親しみや
すい導入となっています。

⬇ p.９-10 （部分，約65%に縮小）

「地図のやくそく」の
必要性がわかる

▶地図にとって必須の方位の概念を，しっかりと
おさえることができます。また，３年生の理科
で学習する「方位磁針」の使い方の学習にも活用
できます。

方位をわかりやすく解説B

▶地図は，地図記号を使って表すことでわかりや
すくなることを，絵で表した地図と比較して示
しています。
▶地図記号の形やその由来をイラストと解説でわ
かりやすく示しています。

地図記号をわかりやすく解説C

B

B

A

A

同じ要素を記号や色で表す
ことで，土地のようすを端
的に示せるという地図の本
質がわかります。

大リニューアル

同様の手法で，「きょりの求め方」についても，
地図帳p.13でわかりやすく解説しています。

⬇ p.11 
（部分，約70%に縮小）
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し
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に
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駅
えき
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だよ。
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くて
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私
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どの地
ち

図
ず

記
き

号
ごう

を知
し

っているかな2 地
ち

図
ず

記
き

号
ごう

はこうやって生
う

まれたよ。

★ 建
たて

物
もの

や土
と

地
ち

のようすを地
ち

図
ず

に表
あらわ

すときには， 
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★ 地
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せつ

明
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をつけます。

地
ち
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のやくそく（2）　地
ち
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ず

記
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号
ご う

① イの地
ち

図
ず

で，一
いち

番
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多
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い建
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物
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の地
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ず

記
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号
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は何
なに

かな。

② イの地
ち
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ず

で，畑
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でぬってみよう。
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にしています。

マークや記
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なに

を表
あらわ

しているかがわかるように，説
せつ

明
めい

をつけよう。
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した

にあります。

わかりやすい地
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をつくるには，どうすればよいかな。
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3

▶全編にわたってユニバーサルデザインを採用し，レイア
ウトの構造化（タイトルの位置を原則，紙面の左上に固定
するなど）のほか，文字の書体や大きさ，絵記号の大きさ
などにも配慮しています。

見やすいユニバーサルデザイン（UD）C

「見やすさ」の新旧比較 （名古屋市周辺を例に）

C

C

B

C

2
特 色

⬇ 新版  p.51-52 （約55%に縮小）

⬇ 新版  p.52（原寸大）

⬇ 現行版  p.31-32 （約25%に縮小）

A

A

見やすさ・わかりやすさの追究
～児童にとって見やすい地図表現～ 100万分の１図

「都道府県を見る地図」

次の見開きに  原寸大  で掲載しています

▶　　  の範囲が広がり，新潟市なども中部地方の地図に入っ
ています。地域間の結びつきをより捉えやすくしています。

▶新版では，紙面の範囲が広がったことで中部地方の地図
も紙面の真上が北になる配置にしています。

A４判の大きな紙面A

▶土地の高さによる色分け（等高段彩表現）と，田，果樹園
など土地の使われ方による色分け（土地利用表現）を併用
しています。標高が高い地域でも川沿いに水田が広がっ
ているなど，人々のくらしのようすや産業がわかります。

人々のくらしがわかる土地利用表現B

※現行版では，中部地方を見開きで収めるため地図が
　斜めになり，紙面の真上が北ではありませんでした。

⬇ 現行版  p.32（原寸大）

拡張範囲

拡張範囲

新版で　は…

新版では…

1 文字はユニバーサルデザインフォントを採用し，大きくしている。
2 �文字の配置が広範囲にわたる場合は，文字にほかの要素ができるだけ
重ならないようにしている。

3 �絵記号はわかりやすいデザインに一新し，大きく示している。

「見やすさ」の
ポイント（一例）

2

※見やすさへの工夫について，本資料p.35でも詳細に紹介しています。

C

1
B

2

特
色
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2
特 色

A

B

D

⬇ p.45-46 （約70%に縮小）

環境に関する記号
▶風力発電所，太陽光発電所，
ラムサール条約登録湿地など▶姫路城，播州そろばんなど

播州そろばん

世界文化遺産・伝統的
工芸品に関する記号

人々のくらしがわかる
土地利用表現B

▶100万分の１図よりもくわしい50万分の１図には，
新たに「茶畑」の土地利用表現を加え，さらに地域
の特色ある人々のくらしのようすや産業がわかる
地図表現にしています。

山が浮き立つ，立体的な
地図表現D

▶地形の起伏を表す陰影（レリーフ）は，山地が高く
浮き立って見えるように，全編にわたって手描き
で表現しています。

▶近畿地方中部の50万分の１図では，　　　の範囲
が新たに拡張されています。現行版と比較して
交通などによる地域間の結びつきをより捉えやす
くしています。

A４判の大きな紙面A

▶「田」や「畑」を明るく美しい色で表現できるように，
通常の４色インキに「クサ色（黄緑色）」を加えた５
色で印刷しています。

あざやかで美しい５色印刷C

現行版の地図帳と比較すると，
兵庫県や京都府，滋賀県や三
重県などの範囲がとくに広
がっています。

50万分の１図
「くわしく見る地図」

見やすさ・わかりやすさの追究
～地域間の結びつきがよくわかる地図～

▶大仙（大山）古墳，東大寺など
の充実 の充実の充実

せ かいぶん か い さん
世界文化遺産

れき し ち めい じ こう
おもな歴史地名・事項

じんじゃ し せき めいしょうじ いん しろあと
神社　　 寺院　 　城跡　 　史跡・名勝

ひめ じ じょう

姫路城 大仙（大山）古墳 東大寺
だいせん 　　　　　　こ　ふん とう だい  じ

せ かいぶん か い さん
世界文化遺産

れき し ち めい じ こう
おもな歴史地名・事項

じんじゃ し せき めいしょうじ いん しろあと
神社　　 寺院　 　城跡　 　史跡・名勝

ひめ じ じょう

姫路城 大仙（大山）古墳 東大寺
だいせん 　　　　　　こ　ふん とう だい  じ

１ p.31② 沖縄島

２ p.35-36① 九州地方北部

３ p.41-42① 瀬戸内海周辺

４ p.45-46① 近畿地方中部

５ p.53-54① 中部地方南部

６ p.59-60① 関東地方南部

７ p.68③ 仙台市と
そのまわり

充実の50万分の１図

新設!

次の見開きに  原寸大  で掲載しています

おもな農業・林業・水産業の産物記号
のうぎょう さんすい ぎょうりん さんぶつき ごうぎょう

米

さつまいも

トマト

はくさい

くり

ぶどう

りんご

乳牛

かき

とうもろこし

じゃがいも

なす

ピーマン

さくらんぼ

みかん

しいたけ

ぶた

ほたて貝

にくぎゅう

がい

かぼちゃ

だいこん

にんじん

いちご

すいか

メロン

木材

にわとり（卵用）

しんじゅ

きゅうり

たまねぎ

ねぎ

かき

なし

もも

肉牛

にわとり（肉用）

エネルギー資源の記号
し げん き ごう

おもな工業製品の記号
こうぎょうせいひん き ごう

じ どうしゃ じ どう ぶ ひんしゃ

しゅうせきかい ろ

ぞうせん
自動車

集積回路

食品

せい ゆ か がく

造船

化学

てっこうせいてつ

い やくひん

た こうじょうひんしょく

製鉄・鉄鋼

医薬品

自動車部品

製油

その他の工場

こうざん

ゆ でん

へいざん

でん

こうざん
鉱山 閉山した鉱山

ガス田油田

炭田
たんでん

太陽光発電所
たいようこうはつでんしょしょ

しょ

発電所の記号
きしょはつでん ごう

すいりょくはつでんしょ
水力発電所

ち ねつはつでんしょ
地熱発電所

ふうりょくはつでん
風力発電所

げん し りょくはつでんしょ
原子力発電所火力発電所

か りょくはつでん

もくざい

にゅうぎゅう にくようたまごよう

こめ

おもな農業・林業・水産業の産物記号
のうぎょう さんすい ぎょうりん さんぶつき ごうぎょう

米

さつまいも

トマト

はくさい

くり

ぶどう

りんご

乳牛

かき

とうもろこし

じゃがいも

なす

ピーマン

さくらんぼ

みかん

しいたけ

ぶた

ほたて貝

にくぎゅう

がい

かぼちゃ

だいこん

にんじん

いちご

すいか

メロン

木材

にわとり（卵用）

しんじゅ

きゅうり

たまねぎ

ねぎ

かき

なし

もも

肉牛

にわとり（肉用）

エネルギー資源の記号
し げん き ごう

おもな工業製品の記号
こうぎょうせいひん き ごう

じ どうしゃ じ どう ぶ ひんしゃ

しゅうせきかい ろ

ぞうせん
自動車

集積回路

食品

せい ゆ か がく

造船

化学

てっこうせいてつ

い やくひん

た こうじょうひんしょく

製鉄・鉄鋼

医薬品

自動車部品

製油

その他の工場

こうざん

ゆ でん

へいざん

でん

こうざん
鉱山 閉山した鉱山

ガス田油田

炭田
たんでん

太陽光発電所
たいようこうはつでんしょしょ

しょ

発電所の記号
きしょはつでん ごう

すいりょくはつでんしょ
水力発電所

ち ねつはつでんしょ
地熱発電所

ふうりょくはつでん
風力発電所

げん し りょくはつでんしょ
原子力発電所火力発電所

か りょくはつでん

もくざい

にゅうぎゅう にくようたまごよう

こめ

じょうやくとうろくしっ ち

せ かい し ぜん い さん
世界自然遺産　　　　　世界ジオパーク

ラムサール条約登録湿地

貴重な動植物　　　　　天然記念物
き ちょう　　 どうしょくぶつ てんねん き ねんぶつ

せ かい

琵琶湖
び　わ　こ

しれとこ

知床

ハクチョウ

拡張範囲

C

おもな歴史地名・事項拡張範囲

2

特
色
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見やすさ・わかりやすさの追究
～三大都市圏をクローズアップ～2

特色 新設!

見やすい色表現で，東
京都の土地利用の大き
な特徴（西から 山地→
住宅地→ビル街）も読み
取りやすくしています。

防災や水道，産業などの
学習に使えるA

▶防災や水道，産業を中心に，学習に役
立つ内容が盛り込まれています。
▶p.63-65「東京都とそのまわり」と
p.61-62「日本の首都・東京」には，「東
京2020オリンピック・パラリンピッ
クのおもな会場予定地や競技名など」
も掲載しています。

▶児童が楽しみながら地
図に親しめるように，
野球場やサッカー場，
産業などに関するイラ
ストを多数掲載してい
ます。

親しみやすいイラストB

千葉市動物公園町工場

等々力陸上競技場鉄道博物館

⬇ p.63-65 （３ページ大，約65%に縮小）

新設!

１ p.47-48① 京阪神（京都・大阪・神戸） 20万分の１図

２ p.55① 自動車産業のさかんな愛知県 30万分の１図

3 p.63-65① 東京都とそのまわり 20万分の１図

20万分の１図（30万分の１図）

B

B

A

A

A

B

例えば･･･

p.65②図では，伊豆・小笠原諸島
を含む東京都全域が確認できます。

20万分の１図
（30万分の１図）

「くわしく見る地図」

2

特
色
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５万分の１図
「くわしく見る地図」

2
特 色

A

B

B

B

B

新設!

新設!

⬇ p.49-50 （約75%に縮小）

見やすさ・わかりやすさの追究
～修学旅行や校外学習にも活用できる～

このページでは，おも
に歴史学習に関連した
文化遺産を中心に，イ
ラストにしています。

よりくわしい地図なので，修学旅行などで行き
たい場所の最寄り駅などもすぐにわかります。

５万分の１図の
詳細な地図A

▶修学旅行や校外学習などで訪れる
ことの多い奈良県や京都府，東京
都には，中心部を拡大した地図を
設けています。事前学習や振り返
り学習にも活用できます。
▶６年生での歴史や政治の学習にも
活用できます。

１ p.49-50
①②③④

奈良市中心部，
斑鳩町付近，
明日香村付近，
京都市中心部

２ p.61-62① 日本の首都・東京

５万分の１図

親しみやすい
イラストB

▶随所にイラストを配置しています。
児童が楽しみながら地図に親しめ
るように，やわらかい表現にして
います。

例えば･･･

東大寺

キトラ古墳

法隆寺

清水寺

次の見開きに  原寸大  で掲載しています

地図を使ったプログラミング的思考について，本資料p.31-32で紹介しています。

2

特
色
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⬇ p.29-30 （約75%に縮小）

2
特色

領土の地図
見やすさ・わかりやすさの追究
～日本の領土を正しく理解できる地図～

日本固有の領土が
よくわかるB

▶日本固有の領土である北方領土
や竹島，尖閣諸島について，写
真とともに解説も掲載していま
す。東西南北端と同様に，位置
を示すだけではなく，どのよう
な場所であるかもわかります。

東京と各地の
距離がわかるE

▶東京からの距離と方位が正しい
図法を採用し，東京からの距離
がわかる同心円を地図中に示し
ています。

▶ニュースや新聞などで児童が見
聞きする領土や排他的経済水域
などの用語について，模式図で
わかりやすく説明しています。

領域に関する模式図D

▶日本の排他的経済水域は，それ以外の海域よりも濃く着色しています。
日本が島国であり，領土以上に排他的経済水域の範囲が広いことがひ
と目でわかります。また，周辺諸国は正式名称で示しています。

日本の領土をしっかりと学べるA日本の領土や排他
的経済水域の範囲
がよくわかります。

日本の東西南北端が
よくわかる

▶日本の東西南北端の四つの島々
について，写真とともに解説も
掲載しています。位置を示すだ
けではなく，どのような場所で
あるかもわかります。

C

A

C

E

B

D

2

特
色
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A

A

B

B

B

⬇ p.93-94 （約75%に縮小）

2
特色

資料図
見やすさ・わかりやすさの追究
～防災・減災への理解を深める資料～

防災・減災へ
つなげるB

▶防災・減災のために，「都市
部での洪水への備え」や「地震
の被害と防災への取り組み」
など，日本各地で取り組まれ
ている災害への備えの事例を
掲載しています。

自然災害に関する
理解を深めるA

▶地震や火山，水害などに関す
る意識を高められるように，
日本で起こり得る「さまざま
な自然災害」の模式図や，「先
人たちが残した教訓」の事例
を掲載しています。

児童自らが
主体的に考える

▶児童自らが身を守るために何
ができるのかを具体的に考え
られるように，「防災マップ
づくり」を掲載しています。

C
C

防災・減災に取り組む，
人々の努力や工夫を示した
資料を多数掲載しています。

大リニューアル

児童自らが「防災マップづ
くり」に取り組めるように，
つくり方の手順まで紹介し
ています。

2

特
色
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C
A ⬇ p.117 （約80%に縮小）

⬇ p.24 
⬇ p.51 

⬇ p.29 

⬇ p.50 

「社会的な見方・
考え方」の育成A

▶児童が主体的に地図帳を活用でき
るように，自学自習ができる問い

「地図マスターへの道」を設置して
います。地図活用の技能が身につ
くだけでなく，位置や空間的広が
りなどの「社会的な見方・考え方」
の育成にもつながります。なお，
問いの解答はp.114下段に設けて
います。

「プログラミング的
思考」を養う問いB

▶順序や条件を考慮して論理的に考
える「プログラミング的思考」を養
う問いも設定されています。タブ
レットパソコンなどを使用しない
環境（紙媒体の地図上）でも，プロ
グラミング的思考の育成を行うこ
とができます。

全部塗りつぶせたら，
地図マスターになれ
る設定です。くり返
し，楽しみながら取
り組めます。

「地図マスターへの道」は，左の
視点をもとに構成しています。
上の二次元コードに，全80問
の詳細な情報が入っています。

3
特色 主体的な学びから深い学びへ

～社会的な見方・考え方の育成～
地図マスターへの道

新設!

「地図マスターへの道」
単元および学習指導要領対応表

［ 新課程 地図帳Webへ ］

「地図マスターへの道」
作業イメージ動画

［ 新課程 地図帳Webへ(動画) ］

計３１か所，
全80問設置
しています！

▲「小学校学習指導要領解説 社会編」p.６参照

B

地図活用の技能や「社会的な見方・考え方」の育成に
つながる問い「地図マスターへの道」！

中学校・高校へつながる
小学校　社会科で求められる

「見方・考え方」の三つの視点
社会的な見方・考え方
とは，左記の視点など
に着目して社会的事象
を捉え，比較・分類し
たり総合したり，地域
の人々や国民生活と関
連付けたりすることと
されています。

⃝ 位置や空間的な広がり
⃝ 時期や時間の経過
⃝ 事象や人々の相互関係　など

三つの視点

まとめの
ぬりつぶし

▶p.117には，「地図マスターへの
道 〜まとめのぬりつぶし〜」を設
置しています。４年間を通して地
図活用の成果を積み上げられます。
正しく答えられた問いの数だけ塗
りつぶすことで，主体的に学習に
取り組みながら達成感を得ること
ができます。

Cまとめ　の作業

3

特
色
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新潟市

長岡市
信濃川

阿賀野川

▶タブレットパソコンなどで読み込める二次元コー
ドを設置しています。紙面にはない，さまざまな
コンテンツで地図や社会科の学習を支援します。

二次元コードの設置A

3
特色 主体的な学びから深い学びへ

～資料活用能力を高める機能～

二次元コードの内容

例えば，白地図表示に切り替えて文字
や線などを描画することもできます。

地図クイズ
①パネルクイズ，②スリーヒントクイズ，
③統計クイズ，④地図記号クイズ

地図のやくそくごと
①地図って何だろう（ドローン動画含む），
②方位（ドローン動画含む），③地図記号，
④きょり，⑤陸の高さ（動画），⑥さくいんの引き方

日本を見わたす地図
①400万分の１図，②600万分の１図，
③160万分の１図

47都道府県地図
都道府県ごとの地図（白地図切り替え含む）

地球儀の使い方（動画）
①きょり，②方位，③面積

世界の国々
①パノラマ世界全図，②逆さ地図，
③パノラマ世界全図＋逆さ地図

統計資料
①日本の統計，②世界の統計

⬇  p.56（原寸大）

B

二次元コードの
コンテンツメニュー

［ 二次元コードデータ ］

二次元コード

新設!

さまざまな資料が入った
二次元コードコンテンツB

▶都道府県ごとの地図（白地図切り替え含む）をはじ
め，ドローン動画，クイズ，統計など，資料活用
能力を高められるコンテンツが収録されています。

原寸大

⬇ p.56 二次元コード内のコンテンツ
　  （新潟県の白地図の例）

この二次元コ
ード

を読
み込

む
と
…

A

※二次元コードへのリンクには通信料がかかります。
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インクルーシブ教育に配慮した工夫

4
特 色 さまざまな学習環境への対応

～インクルーシブ教育・軽量化～ 軽くて丈夫な用紙を新開発

Ａ４サイズ換算で
１ページあたり
約15％軽量化！

E

果樹園

畑

田

A

B

D

特別支援教育のための地図帳

『拡大教科書』の
ご案内

『みんなの地図帳
～見やすい・使いやすい～』
のご案内

▶記載内容を大幅に精選し，文字の置き
方や大きさ，色づかいなど，見やすく
なるよう工夫されています。

『拡大教科書』（無償給与対象）
▶小学校用地図帳の拡大教科書を発行していま
す。地名を大きく目立たせ，レイアウトを見
やすく改善しています。

⬇ p.52

⬆ 現行版  表紙（AB判） ⬆ 新版  表紙（A４判）

⬇ p.７-８,23-24,45-46,51

⬇ p.115

画期的!

C

ユニバーサル
デザインフォントB

▶地図中の地名は，誰もが読みやすい
ユニバーサルデザイン（UD）フォン
トを採用しています。また，文字の
まわりには白色系の縁を付けて読み
やすさを追究しています。

▶色覚特性のある児童にも判別しやす
いように，「果樹園」や「畑」，「田」な
どには，色の下に紋様（地紋）を入れ
ています。

色覚特性への配慮A
▶新しく専用用紙を開発・採
用しています。Ａ４サイズ
換算で１ページあたりの重
さを現行版よりも約15％も
軽くすることに成功しまし
た。地図帳のサイズが大き
くなっても，児童への負担
を最小限に抑えています。

▶４年間の使用にも耐える堅
牢な製本仕様としています。

児童への負担を軽減

▶「手話で表す都道府県」のコーナーを
設けています。

手話で地名を表すE

▶文章の改行位置を工夫して，読みや
すくしています。

文節改行D

▶地図のタイトルは原則として定位置
（ページ左上）に固定するなど，レイ
アウトの統一を意識しています。

レイアウトの統一C

大きくて見やすくなった
だけでなく，紙の軽さも
配慮しています。

『みんなの地図帳
～見やすい・使いやすい～』（有料）

サポート

　本物の地球儀と同じ地図情報を、美しく
ご覧いただけるアプリも開発しました。
デ ジ タ ル 教 材 に 搭 載 し て い る ほ か、

「i地球儀」としてiPhone・iPad用アプリを
App Storeで販売しています（360円）。

　教育現場における急速な ICT 化の進展に対応
するため、独自の技術を用いたデジタル教材を
開発・販売しています。
　地図帳・地球儀づくりの実績をふまえつつ、
新しい学びを提案いたします。

↑デジタル教科書画面（面積比較機能）

↑デジタル教科書画面（紙の地図帳と同じ表示） ↑デジタル教科書画面（「交通のようす」と「市町村のようす」のみ表示）

↑国名当てクイズの画面↑地名を非表示にした画面

　各市町村の教育委員会や社会科研究会からの依頼を受け、オー
ダーメイドの地域版地図を、全国で300点ほど作成しています

（2018年現在）。
　地域で守りたい文化財や地域を支える施設などを、児童生徒に
親しみやすいオリジナルイラストを用いて掲載できます。

　小中学校用地図帳並びに中学校社会科３分野の拡大教科書を発行しています。
地図帳の場合、地名を大きく目立たせ、レイアウトを見やすく改めています。

地域版地図サンプル（横浜市港北区）→

↑通常教科書の地図帳

通常教科書の地図帳 拡大教科書の地図帳（2分冊）
全86ページ 全552ページ（①290ページ＋②262ページ）

■ ページ数の比較（平成 27 年度版小学校用地図帳の場合）

■ 同サイズでの紙面の比較（例）

↑ウェブサイトでアプリの詳しいご案内を
　ご覧いただけます。

↑ウェブサイトでこの
地図の大きな画像や他
の地域のサンプルをご
覧いただけます。

↑ウェブサイトで詳しいご
案内や他の書目のサンプル
をご覧いただけます。

拡大

学びを深める・広げる
地図×学び×I C T

地図×学び×郷 土

地図×学び×特別支援

StoryStory
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↑拡大教科書の地図帳

日本視覚障害社会科教育研究会編集，帝国書院発行
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ちゅう おう

どうかいとう

峰トン
ネル

知
明

鉄
道

名

名

鉄

鉄

各 務 原 線

線
豊 田

鉄
道

西

尾

線老

鉄

養

線

伊

勢

鉄

鉄
道

名
古
屋

近

名

線
北勢

近鉄湯の山

三岐
三 岐 線

鉄道

線

新
線

知
多

鉄
名

長
良
川

道

道

見

樽

鉄

鉄

鉄

鉄

愛
知
環
状

鉄 道
小
牧
線

名
犬
山線

名

鉄
尾
西

線

線

名

線郡蒲鉄名

鉄

線
滑

名

常

鉄 道

岐
三

近
鉄 大 阪 線

線本
屋古

名
鉄
名

天竜
浜名 湖

鉄道

近 鉄 山
線

名
鉄
河
和

田

養
老
鉄
道

近
江
鉄
道

伊
賀
鉄
道

志
摩
線

名鉄瀬
戸線

大

井
川

鐵
道

遠

鉄
道

州

豊
橋
鉄
道

て
つ

み
かわ

め
い鉄三

河

線

名

中央
本線

関

紀
勢
本
線

西
本 線

太
多
線

線

武
豊

線名
松

線宮

参

東海
道

線
本

東
海
道
本
線

北
陸
本
線

高
山
本
線

本 線

東 海 道 本 線

飯
田
線

線

身
延

いせわかまつ

こうわ

うつみ

さなげ

つげ

いせおきつ

いせなかがわ

かしこじま

かなや

東 海 道 新 幹 線

リニア中央新
幹線（

予定
線）

線幹新道海東

みかわ
あんじょう

ぎふはしま

なごや

とよはし

はままつ

し
ん
ふ
じ

かけがわ

しずおか

なが ら がわ か こう

う　れ

みやこ だ がわ

おおしま

まるやま
かさ ぎ

は　ぶ

や はぎ

くろ だ

おお い

お　り がわ

あ　ぎ がわ

よこやま

とくやま

かみおお す
かお れ

み うら

ま　ぜ がわ

だい に

まき お

さそ う がわ

く　ず りゅう

ますたに

ひろ の

あ のう

なかざと

はちす

あき は

みさくぼ

さ　く　ま

しんとよ ね

まつかわ

おお た がわ

み　わ

い かわ

ながしま

はたなぎだいいち

ひろ せ

しおかわ

あらかわ

えん　             　しゅう　           　 なだ

たい　             　　　　　　へい　           　 　　　　　よう

あつ     み      わん

み かわ わん

い　ら　ご
すいどう

わんたち

い

せ

わ
ん

まと や わん

た　ご　の うら

する が わん

ようろうのたき

め
い

じ
よ
う

す
いあ

い

ち

あ
い

ち

よ
う
す
い

よ
う

す
い

とよ がわ よう すい

とよ
がわ

よう
すい

み

か
た

は
ら

よ
う

す
い

がわ

き

と

が
わ

ひ

だ

が
わ

が
わ

が
わ

に
っ

こ
う

な
い

か
わ

ふ
る

は
ぎ

や

が
わ

あ
す
け

き
そ がわ

が
わ

は
ぎ

や

な
が

ら

が
わ

ね

い

び

が
わ お

が
わ

が
わ

な
が

ぎ

む

が
わ

ど
り

い
た

し
ょ
う

と
も
え

とよがわ

が
わ

と
よ

が
わ

は
ぎ

や

が
わ

の

ひ

い
な

まち や がわ

が
わ

べ

すず か がわ

みやがわ

くも ず がわ

く
し

だ
が
わ

き
そ
が
わ

い
び
が
わ

ず

が
わ

あねがわ

が
わ

ら

か
わ

お
お
い
が
わ

あ

べ

か
わ

あ

べ

け

た

が
わ

わ
ら

し
な

が
わ

お
お
た
が
わ

き
く
が
わ

て
ん

り
ゅ
う

が
わ

て
ん

が
わ

り
ゅ
う

が
わ

か
わ

は
や

い

お
お

か
わ

じ

ふ

が
わ

ふ
き

ふ
え

が
わ

か
ま

な
し

いる か いけ

はま な　こ

ばん ば ちょうせい ち

よ　ご　こ かわぐち こ

さい こ

しょう じ　こ

もと す　こ

い かわ こ

長良川河口ぜき

宇連ダム

都田川ダム

大島ダム

丸山ダム
笠置ダム

羽布ダム

矢作ダム

黒田ダム

大井ダム

小里川ダム

阿木川ダム

横山ダム

徳山ダム

上大須ダム
川浦ダム

三浦ダム

馬瀬川
第二ダム

牧尾ダム

笹生川ダム

九頭竜ダム

桝谷ダム

広野ダム

安濃ダム

中里
ダム

蓮ダム

秋葉ダム

水窪ダム

佐久間ダム

新豊根ダム

松川ダム

太田川ダム

美和ダム

井川ダム

長島ダム

畑薙第一ダム

広瀬ダム
塩川ダム

荒川ダム

渥 美 湾

三 河 湾

遠　　　州　　　灘

太　　　　　 平　　　　　 洋

伊良湖水道

知 多 湾

伊

勢

湾

的矢湾

田子ノ浦

駿 河 湾

養老ノ滝

明

治
用

水愛

知

愛
知
用
水

用

水

豊 川 用 水

豊
川

用
水

三
方
原

用
水

川
岐

土

川

飛

驒

川

川

川

日
光

内
庄

巴

古
川

作
矢

川
足助

木 曽 川

川
作

矢

長

良

川

根

揖
斐

川 尾
川

川 長
儀

武

川
取
板

豊川

豊

川

川
作
矢

川

野

日

員

川
弁

（町屋川）

鈴鹿川

宮川

櫛

雲出川

田
川

木
曽
川

揖
斐
川

雲
出

川

姉川

川
良

川

大
井
川

安
倍

川

安

倍

気

田

川

藁

科

川

太
田
川 菊

川

天

竜

川

天
竜
川

川

川

早

井

大

川
士
富

川
吹
笛

川

釡

無

入鹿池

浜名湖

万場調整池

余呉湖 河口湖

西湖
精進湖

本栖湖

井川湖

い

　
ら

　
ご
み
さ
き

あ のりざき

お まえざき

は がちざき

さ　く しま

ひ　ま　か じま

しのじま

おおしま

べんてんじま

かみじま

すがしま

さか て じま

ひゅう が しま

とう し じま

わた か　の じま

ま ごめとうげ

くらかけとうげ

あおやまとうげ

う　り とうげ

にい の とうげ

とち の き とうげ

み さかとうげ

ささ ご とうげ

かりさかとうげ

う　つ　の や とうげ

ちゃうすやま

え　な さん

ほうらい じ さん

たか の　す やま

み くにやま

さ なげやま

ほんぐうさん

さん が　ね さん

いしまきさん

で　き やま

み くにやま

みょうじんやま

ほうろくさん

ろくしょさん

み くにだけ

ご ざいしょやま

きん か ざん

おくさんがいだけ

かんよう き ざん

のうごうはくさん

へいけがだけ

ふじわらだけ

み くにだけ

しず が たけ

み うねやま

あさ ま　が たけ

りょうぜんざん

こ　ぶ　し　が たけ

あき は さん

しらくらやま

くろぼう しがたけ

はっこうさん

たかてんじんやま

う　ど やま

く のうざん

くしがたやま

しお み だけ

うつ ぎ だけ

あんぺい じ やま

ふた ご やま

こま が たけ

あい の だけ

せんじょう が たけ

あらかわだけ

ざる が たけ

しちめんざん

み のぶさん
け なしやま

あかいしだけ

ひじりだけ

てかりだけ

だい む げんざん

そ　ば つぶやま

きょうまるやま

ま　ふ　じ やま

りゅうそうざん

ひがしだけ

きただけ

い ぶきやま

ほうえいざん

あしたかやま

かや が だけ

おんたけさん

ふ　じ さん

あつ
み

はん
とう

ち

た

は
ん

と
う

し　　　ま　　 はん　　とう

み

の

み

か
わ

みゃく

さ
ん

そ

き

や

へ
い

と
よ

は
し

は
ら

か
た

み

へい やのう び

こ
う

げ
ん

お
か

へ
い

ざ
き

や

ちゅう

お
う

お
う

い

せ

へ
い

や

よ
う

ろ
う

さん

ち

ぶ
き

い

さ
ん

ち

さ
ん

か

す
ず

み
ゃ
く

さん ち

ち

さ
ん

び
き

りょうきゅうくちみな

ちぼん

な

い

さ
ん

ち

は
ら

た

い
わ

は
ら

の

ま
き

しず おか へい や

い

ぼ
ん

ち

な

あ
か

い
し み

な
み

さ
ん

みゃく

の
ぶ

さ
ん

ち

み

ふ ぼん ちこう

伊
良
湖
岬

安乗崎

御前崎

波勝岬

佐久島

日間賀島

篠島

大島

弁天島

神島
菅島

坂手島

日向島

答志島

渡鹿野島

馬籠峠

鞍掛峠

青山峠

宇利峠

新野峠

栃ノ木峠

御坂峠

笹子峠

雁坂峠

宇津ノ谷峠

1416

2191

695

1153

1162

329

629

789

321

358

1053

701

1016
684

611

1377

894

1212

1811

1108

1617

1442

1094

1140

421

1209

1235

555

2475

885

1027

2068

832

132

307
216

2052
3047

2864

2363

2243

2967

3190

3033

3141

2629

1989

1153

1964

3121

3013

2592

2330

1627

1470

1343

1051

3193

茶臼山

鳳来寺山

鷹ノ巣山

三国山

恵那山

猿投山

本宮山

三ヶ根山

石巻山

出来山

三国山

明神山

炮烙山
六所山

三国岳

御在所山

金華山

奥三界岳

寒陽気山

能郷白山

平家岳

藤原岳

三国岳

賤ヶ岳

三峰山

朝熊ケ岳

霊仙山

甲武信ケ岳

秋葉山

白倉山

黒法師岳

高天神山

八高山

有度山

久能山

櫛櫛櫛櫛山

塩見岳

空木岳

安平路山
二児山

駒ケ岳

間ノ岳

仙丈ケ岳

荒川岳

笊ヶ岳

七面山

身延山 毛無山

赤石岳

聖岳

光岳

大無間山

蕎麦粒山

京丸山

真富士山

竜爪山

（東岳）

北岳

伊吹山

3067

3776

2693

1504

1704

宝永山

愛鷹山

茅ケ岳

御岳山

富士山

渥 美 半 島

知

多

半

島

志　摩　半　島

美

濃

三

河

木

　
　
　
　
　 曽

　
　
　
　
　 山

　
　
　
　
　 脈

野

平

豊

橋

原
方

三

平 野濃 尾

高

原

岡

平

崎

野

（
中

　 央

　 ア

　 ル

　 プ

　 ス
）

近

伊

勢

平

野

養

老

山

地

吹
伊

山
地

山

鹿

鈴

脈

山 地

地

山

引

布

陵丘口水

地盆

那

伊

山

地

原

田

磐

原

ノ

牧

静 岡 平 野

伊

那

盆

地

赤

石 （

　
南

　
ア

　
ル

　
プ

　
ス

　
）

山

脈

延

山

地

身

府盆地甲

もろざき

たにぐみ

かす が

む　げ がわ

む　ぎ

かわしま

き　そ がわ

び さい

へい わ

そ　ぶ　え

たつ た

はちかい

さ おり

さ

　
や

なんのう

ひら た

た　ど

ながしま

くす

かわ げ

うれし の

ひ
さ
い

しもやま

お ばら

ふじおか

ころ も

あさひ

いな ぶ

あ すけ

あけ ち

いわむら

やまおか

くしはら

かみ や はぎ

ひるかわ

ふくおか
やまぐち

さかした

かねやま

かさはら

やない づ

み その

いそ べ

なんせい

あ　ご

お ばた

きよ す

あつ み

まいさか

ゆうとう

いな さ

ほそ えみっ か び

かみいし づ

すのまた

じゅう し やま

ぬか た

いちのみや

つく で

ほうらい

つ　ぐ

なみあい

く　ぜ

さんとう

ふじわら

だいあん

い　じ　ら

ほ
づ
み

たかとみ

いとぬき

しんせい

す なみ

あか ば　ね

おと わ

み　と

せいない じ

あら い

こ ざか い

し
っ
ぽ
う

じ もく じ
み　わ

は　ず

いっしき
き　ら

ふじはし

さかうち

ね　お

み やま ほら ど

かなやま
み なみ

かみ の　ほ

か　し　も

つけ ち

かわうえ

しろとり

めいほう

は
ち
ま
ん

やまと

いたどり

はぎわら
ま　ぜ

わ　ら

き　そ ふくしま
み たけ

か　ら　す

み くも

ふた み

い ぶき

せき

げいのう

あ のう

み さと

いち し

せい わ

ほくせい

いな べ

こうなん

こう か

つちやま

みなくち

よう か いち

がも う

の　と がわ

はたしょう

こ とう

あいとう

え　ち がわ

よ　ご

き　の もと

こ ほく

たかつき

とらひめ

み すぎ

おおやま だ

い　が

あおやま

あ やま

おおみや

き せい

みやがわ

ご　か しょう

かつやま

み とみ

まきおか

かつぬま

えんざん

し みず

こうさい

くしがた

わかくさ

しら ね

ふた ば

しきしま

りゅうおう

あけ の

おおいずみ

む かわ

あしやす

す
た
ま

たか ね

ながさか

はくしゅう

かんばら

こ ぶちさわ

かみ く　い しき

ろくごう

たま ほ
た とみ

み たま とよとみ

なかみち
さかいがわ

い
ち
か
わ
だ
い
も
ん

いちのみや

かすが　い

いさ わ

み さか
やつしろ

はっ た

なかとみ

とみざわ

あし わ　だ

あしがわ

おか べ

おおかわ

おお い がわ

かじかざわ

ます ほ

ふ　じ かわ

なかかわ ね

ほんかわ ね

お がさ

かな や

おお す　か

だいとう

あさ ば

とよおか

と
よ
だ

ふく で

りゅうよう

はまきた

てんりゅう

たつやま

はる の

さ　く　ま

とみやま

みさくぼ

みなみしな の

かみむら

さが ら

はいばら

はまおか

かわ ね

ひ よし

は　せ

たかとお

師崎

谷汲

春日

武芸川

武儀

川島

木曽川

尾西

平和

祖父江

立田

八開
佐織

佐
屋

南濃

平田

多度

長島

楠

河芸

嬉野

久
居

下山

小原

藤岡

挙母

旭
稲武

足助

明智

岩村
山岡

串原

上矢作

蛭川

福岡
山口

坂下

兼山

笠原

柳津

御薗

磯部

南勢

阿児

小俣

清洲

渥美

舞阪

雄踏

引佐

細江三ケ日

上石津

墨俣

十四山

額田

一宮

作手

鳳来

津具

浪合

久瀬

山東

藤原

大安

伊自良

穂
積

高富

糸貫

真正
巣南

赤羽根

音羽

御津

清内路

新居

小坂井

七
宝

美和
甚目寺

幡豆
一色 吉良

藤橋

坂内

根尾

美山 洞戸

金山美並

上之保
川上

加子母

付知

白鳥

明宝

八
幡

大和

板取

萩原馬瀬

和良

木曽福島三岳

香良洲

三雲

二見

伊吹

関

芸濃

安濃

美里

一志

勢和

北勢

員弁

甲南

甲賀

土山

水口

愛東

湖東

八日市

びわ

蒲生

能登川

秦荘愛知川

余呉

木之本

湖北

高月

虎姫

美杉

大山田

伊賀

青山

阿山

大宮

紀勢

宮川

五個荘

勝山

三富

牧丘

勝沼

塩山

清水
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こくりつこうえん

ふじまえ ひ がた

とうかいきゅうりょうゆうすいしっ ち ぐん

揖斐関ケ原養老
国定公園

愛知高原国定公園

三河湾国定公園

鈴鹿
国定公園

飛驒木曽川国定公園

天竜奥三河
国定公園

伊勢志摩
国立公園

南アルプス
国立公園

富士箱根伊豆
国立公園

藤前干潟
東海丘陵湧水湿地群

け おりもの
け おりもの

じ どうはんばい き

はっちょう

がっ き

さんぎょうよう

ひ こう き

せいひん

ひ こう き

でん し　ぶ ひん

でん し　ぶ ひん

き ばん

こうさく き かい

かみ

かみ

かん き せん

たいようでん ち

でん き　き　き

い りょう　き　き

さんぎょう　き　き

でん し　ぶ ひん

かみ

はまおか

せっかいせき

ふじわら

毛織物 毛織物

自動販売機

八丁みそ

ピアノ

アイス

ワイン

楽器

プ
ラ
モ
デ
ル

ピアノ

ピアノ

プリンタ

産業用
ロボット

飛行機ロケット

ゴム製品ヘリコプター

飛行機

電子部品

エンジン

カーエアコン

カーエアコン

フォークリフト

電子部品

IC基盤
タッチパネル

タイヤ

ベアリング

工作機械

紙

紙

換気扇

エンジン

タッチパネル

タイヤ

太陽電池

電気機器

ミネラルウォーター

医療機器

産業機器

電子部品

ブレーキ

紙

エアコン

オートバイ
エンジン

浜岡

石灰石
藤原

み かわ

ぶつ

あか づ やき

おかざきせっこうひん

ありまつ　なる み

とこなめやき

い　せ　　　　がみ

すみ

お わりしっぽう

み　の　わ　し

は もの

ぎ　ふ

ざい くな　ぎ　そ

ほ

み　の やき

せ　と やき

ばん こ やき

さんしゅう

とよはしふで

おう み じょう ふ

ひこ ね ぶつ

かみ にゅう もくちょう

すいしょうざい く

わ　し

はままつちゅうせん

する が たけせんすじざい く

にんぎょう

あ こぎうら

に ほん

こうらんけい

え　な きょう

ふた み うら

ひ すいきょう

なか た じま さ きゅう

み たけしょうせんきょう

あさぎりこうげん

せっ そ きょう

どう が しま

てんりゅうきょう

に ほんだいら

はまおか さ きゅう

な ご や じょう

いぬやまじょう

ながしのじょう

ひこ ね じょう

すん ぷ じょう

さいくうあと

あら いのせきあと

ふたがわしゅく

ほんじんあと

よし ご かいづか

ふ

　
わ
の
せ
き
あ
と

すず かのせきあと

つま ご じゅく

ま ごめじゅく

ちく ぶ しま

お わりこくぶん じ あと

み　の こくぶん じ あと

み かわこくぶん じ あと

い　せ こくぶん じ あと

い　が こくぶん じ あと

し　ま こくぶん じ あと

しち り 　　わたし

たけ だ　し やかたあと

とおとうみこくぶん じ あと

お
お
い
が
わ

　
　
わ
た

か　い こくぶん じ あと

ながしの　　たたか

おけはざ ま　　 たたか

もとおりのりながきゅうたく

なが く　て　　 たたか

み かたがはら　　たたか

い　せ じんぐう

せき が はら　　たたか

たたかふ　じ がわ

しんげんづつみ

と　ろ　い せき

ちょうせんつうしん し

ふ　じ さん

かわぐち こ

さい こ

しらいと　　たき

しょう じ　こ

もと す　こ

み ほのまつばら

ほうらい じ

と
よ
か
わ
い
な
り

え
い
ほ
う
じ

く おん じ

あつ た じんぐう

げ くう

ないくう

た　ど たいしゃ

三河
仏だん

赤津焼

ろうそく

豊橋筆

三州がわら

岡崎石工品

有松・鳴海しぼり

常滑焼

伊勢かた紙

墨

尾張七宝

美濃和紙

刃物

岐阜ちょうちん

南木曽ろくろ細工

美濃焼

瀬戸焼

万戸焼

近江上布

彦根仏だん

上丹生木彫

水晶細工

和紙

浜松注染そめ

駿河竹千筋細工

ひな人形

みずひき

げた

中山七里

阿漕浦

日本ライン

香嵐渓

恵那峡

二見浦

飛水峡

中田島砂丘

御岳昇仙峡

朝霧高原

接岨峡

堂ヶ島

天竜峡

日本平

浜岡砂丘

名古屋城

犬山城

長篠城

彦根城

駿府城

新居関跡

二川宿
本陣跡

吉胡貝塚

斎宮跡

不
破
関
跡

鈴鹿関跡

妻籠宿

馬籠宿

竹生島

尾張国分寺跡

美濃国分寺跡

三河国分寺跡

伊勢国分寺跡

伊賀国分寺跡

志摩国分寺跡

七里の渡

武田氏館跡

遠江国分寺跡

大
井
川
の
渡
し

甲斐国分寺跡

長篠の戦い

桶狭間の戦い

関ヶ原の戦い

本居宣長旧宅

長久手の戦い

三方原の戦い

伊勢神宮

富士川の戦い

信玄堤

登呂遺跡

朝鮮通信使

白糸の滝

富士山

河口湖
西湖

精進湖
本栖湖

三保松原

鳳来寺

豊
川
稲
荷

永
保
寺

久遠寺

熱田神宮

（外宮）

（内宮）

多度大社

はままつ し どうぶつえん

ひがしやまどうしょくぶつえん

とよ た

し　ま　　　　　　　　 むら

こうぞう じ

とう か だい

かいしょ　　もり

あい　 ち きゅうはく

き ねんこうえん

へきなんかいひんすいぞくかん

にい み なんきち

　き ねんかん

よっ か いちこうがい

かんきょう み らいかん

めい じ むら

に ほん

すぎはら ち うね き ねんかん

すず か

と　ば すいぞくかん

さいくうれき し はくぶつかん

き　そ さんせんこうえん

ふ　じ きゅう

浜松市動物園

東山動植物園

豊田スタジアム

志摩スペイン村

エコパスタジアム

ナゴヤドーム

高蔵寺
ニュータウン

桃花台
ニュータウン

あいち海上の森センター

愛・地球博
記念公園木曽三川公園

ナ
ガ
シ
マ
ス
パ
ー
ラ
ン
ド

碧南海浜水族館

新美南吉
記念館

四日市公害と
環境未来館

リトルワールド

明治村

日本モンキーパーク

杉原千畝記念館

鈴鹿サーキット

鳥羽水族館

斎宮歴史博物館

富士急ハイランド

ゆ　や

ひるがみ

みなみ ち　た

かんざん じ

やまゆ

さかきばら

み　や

なが ら がわ

しも べ

にしやま

す またきょう

うめ が しま

湯谷

昼神

南知多

舘山寺

湯の山

榊原

三谷

長良川

下部

西山

寸又峡

梅ヶ島

な　ご　や　ひ こうじょう

ちゅう ぶ こくさいくうこう

ふ　じ さんしずおかくうこう

中部国際空港
（セントレア）

名古屋飛行場

富士山静岡空港

な

ご

や
こ
う

み かわこう

せんだい　　とま こ まい

名
古
屋
港

三河港

仙台・苫小牧へ

きぬうらかいてい

え　な
さん

や はず

に ほんざか

ひがし
め
い

じょう

か
ん

か
い

と
う

に

じょう

か
ん

な

ご

や
だ
い

めい
しん

ち

た

は
ん
と
う

き

せ
い

ちゅ
う

おう

しん めい しん

い せ わん がん

し
ん

な
ん

さ
ん
え
んは

ん

と
う
か
い
ほ
く
り
く

い

せ

しん

とう めい

めい
とう

しん

衣浦海底
トンネル

恵那山トンネル

矢筈トンネル

日本坂
トンネル

＜41＞

＜21＞

＜19
＞

＜41
＞

＜21＞

＜1＞

＜47
7＞

＜1＞

＜23＞

＜1＞

＜42＞

＜23＞

＜42＞

＜418＞

＜157＞

＜256＞

＜156＞

＜4
72
＞

＜156＞

＜248＞

＜303＞

＜417＞

＜36
3＞

＜2
57

＞

＜418＞

＜363＞

＜41
9＞

＜153＞

＜420＞

＜257＞

＜151＞

＜257＞

＜1＞

＜301
＞

＜36
2＞

＜473＞

＜2
48

＞

＜248＞

＜2
58

＞

＜421＞

＜3
06

＞

＜365＞　
　
　 ＜366＞

＜301＞

＜155＞

＜163＞

＜306＞

＜165＞

＜2
47

＞

＜247＞

＜248＞

＜247＞

＜47
3＞

＜16
6＞

＜260＞

＜422＞

＜259
＞

＜256＞

＜1
53

＞

＜418＞

＜1＞

＜257＞

＜361＞

＜368＞

＜365＞

＜1
40

＞

＜139＞

＜1＞＜1
52

＞

＜150＞

＜1
51

＞

＜1
52

＞

＜36
2＞

＜362＞

＜1
52

＞

＜1
53

＞

＜361＞

＜473＞

＜52＞

東
名

自動車道

状
環
海
東

自動車
道

二
環

名
古
屋
第

状
自
動
車
道

名 神
高 速 道 路

知
多
半
島
道
路

紀
勢
自
動
車
道

中
央
自

動車
道

高速
道
路

新 名 神

伊勢湾
岸 自 動 道車

自
動
車
道

信
南

三
遠阪

自
動
車
道

東
海
北
陸

伊
勢
自
動
車
道

速

新

路
東 名

高 速 道

名 路道高
東新

みね

ち

あ
け

めい

めい

てつ

てつ

かか みが はら

とよ た

さ
い

び

ろ
う

て
つ

よ
う

い

せ

て
つ

な

ご

や

き
ん

め
い

ほく せい

きん てつ ゆ
やま

さん
ぎ

さん
ぎ

ち

た

て
つ

め
い

たる

な
が

ら

が
わ

み

て
つてつ

あ
い

ち

か
ん
じょう

こ

ま
き

め
い

い
ぬ
や
ま

めい

て
つ

お

に
し

め
い

てつ

てつ

な
め

め
い

めい がま ごおり

と
こ

ぎ
さ

ん

きん
てつ

おお さか

や
ご

な
てつ

めい

てん りゅう はま な こ

きん てつ
やま

め
い
て
つ
こ
う

わ

だ

よ
う
ろ
う

お
う
み

い

が

てつ

し

ま

めい てつ せ と

お
お

い

が
わ

て
つ

ど
う

え
ん

し
ゅ
う

と
よ
は
し

ちゅう おう

かん

き

せ
い

さい

た
い

た

た
け
と
よ

めい
しょう

ぐう

さ
ん

とう
かい

どう

と
う
か
い
ど
う

ほ
く
り
く

た
か
や
ま

とう かい
どう

いい

だ

み

の
ぶ

とう かい どう

よ てい

ちゅう おう

どうかいとう

峰トン
ネル

知
明

鉄
道

名

名

鉄

鉄

各 務 原 線

線
豊 田

鉄
道

西

尾

線老

鉄

養

線

伊

勢

鉄

鉄
道

名
古
屋

近

名

線
北勢

近鉄湯の山

三岐
三 岐 線

鉄道

線

新
線

知
多

鉄
名

長
良
川

道

道

見

樽

鉄

鉄

鉄

鉄

愛
知
環
状

鉄 道

小
牧
線

名
犬
山線

名

鉄
尾
西

線

線

名

線郡蒲鉄名

鉄

線
滑

名

常

鉄 道

岐
三

近
鉄 大 阪 線

線本
屋古

名
鉄
名

天竜
浜名 湖

鉄道

近 鉄 山
線

名
鉄
河
和

田

養
老
鉄
道

近
江
鉄
道

伊
賀
鉄
道

志
摩
線

名鉄瀬
戸線

大

井
川

鐵
道

遠

鉄
道

州

豊
橋
鉄
道

て
つ

み
かわ

め
い鉄三

河

線

名

中央
本線

関

紀
勢
本
線

西
本 線

太
多
線

線

武
豊

線名
松

線宮

参

東海
道

線
本

東
海
道
本
線

北
陸
本
線

高
山
本
線

本 線

東 海 道 本 線

飯
田
線

線

身
延

いせわかまつ

こうわ

うつみ

さなげ

つげ

いせおきつ

いせなかがわ

かしこじま

かなや

東 海 道 新 幹 線

リニア中央新
幹線（

予定
線）

線幹新道海東

みかわ
あんじょう

ぎふはしま

なごや

とよはし

はままつ

し
ん
ふ
じ

かけがわ

しずおか

なが ら がわ か こう

う　れ

みやこ だ がわ

おおしま

まるやま
かさ ぎ

は　ぶ

や はぎ

くろ だ

おお い

お　り がわ

あ　ぎ がわ

よこやま

とくやま

かみおお す
かお れ

み うら

ま　ぜ がわ

だい に

まき お

さそ う がわ

く　ず りゅう

ますたに

ひろ の

あ のう

なかざと

はちす

あき は

みさくぼ

さ　く　ま

しんとよ ね

まつかわ

おお た がわ

み　わ

い かわ

ながしま

はたなぎだいいち

ひろ せ

しおかわ

あらかわ

えん　             　しゅう　           　 なだ

たい　             　　　　　　へい　           　 　　　　　よう

あつ     み      わん

み かわ わん

い　ら　ご
すいどう

わんたち

い

せ

わ
ん

まと や わん

た　ご　の うら

する が わん

ようろうのたき

め
い

じ
よ
う

す
いあ

い

ち

あ
い

ち

よ
う
す
い

よ
う

す
い

とよ がわ よう すい

とよ
がわ

よう
すい

み

か
た

は
ら

よ
う

す
い

がわ

き

と

が
わ

ひ

だ

が
わ

が
わ

が
わ

に
っ

こ
う

な
い

か
わ

ふ
る

は
ぎ

や

が
わ

あ
す
け

き
そ がわ

が
わ

は
ぎ

や

な
が

ら

が
わ

ね

い

び

が
わ お

が
わ

が
わ

な
が

ぎ

む

が
わ

ど
り

い
た

し
ょ
う

と
も
え

とよがわ

が
わ

と
よ

が
わ

は
ぎ

や

が
わ

の

ひ

い
な

まち や がわ

が
わ

べ

すず か がわ

みやがわ

くも ず がわ

く
し

だ
が
わ

き
そ
が
わ

い
び
が
わ

ず

が
わ

あねがわ

が
わ

ら

か
わ

お
お
い
が
わ

あ

べ

か
わ

あ

べ

け

た

が
わ

わ
ら

し
な

が
わ

お
お
た
が
わ

き
く
が
わ

て
ん

り
ゅ
う

が
わ

て
ん

が
わ

り
ゅ
う

が
わ

か
わ

は
や

い

お
お

か
わ

じ

ふ

が
わ

ふ
き

ふ
え

が
わ

か
ま

な
し

いる か いけ

はま な　こ

ばん ば ちょうせい ち

よ　ご　こ かわぐち こ

さい こ

しょう じ　こ

もと す　こ

い かわ こ

長良川河口ぜき

宇連ダム

都田川ダム

大島ダム

丸山ダム
笠置ダム

羽布ダム

矢作ダム

黒田ダム

大井ダム

小里川ダム

阿木川ダム

横山ダム

徳山ダム

上大須ダム
川浦ダム

三浦ダム

馬瀬川
第二ダム

牧尾ダム

笹生川ダム

九頭竜ダム

桝谷ダム

広野ダム

安濃ダム

中里
ダム

蓮ダム

秋葉ダム

水窪ダム

佐久間ダム

新豊根ダム

松川ダム

太田川ダム

美和ダム

井川ダム

長島ダム

畑薙第一ダム

広瀬ダム
塩川ダム

荒川ダム

渥 美 湾

三 河 湾

遠　　　州　　　灘

太　　　　　 平　　　　　 洋

伊良湖水道

知 多 湾

伊

勢

湾

的矢湾

田子ノ浦

駿 河 湾

養老ノ滝

明

治
用

水愛

知

愛
知
用
水

用

水

豊 川 用 水

豊
川

用
水

三
方
原

用
水

川
岐

土

川

飛

驒

川

川

川

日
光

内
庄

巴

古
川

作
矢

川
足助

木 曽 川

川
作

矢

長

良

川

根

揖
斐

川 尾
川

川 長
儀

武

川
取
板

豊川

豊

川

川
作
矢

川

野

日

員

川
弁

（町屋川）

鈴鹿川

宮川

櫛

雲出川

田
川

木
曽
川

揖
斐
川

雲
出

川

姉川

川
良

川

大
井
川

安
倍

川

安

倍

気

田

川

藁

科

川

太
田
川 菊

川

天

竜

川

天
竜
川

川

川

早

井

大

川
士
富

川
吹
笛

川

釡

無

入鹿池

浜名湖

万場調整池

余呉湖 河口湖

西湖
精進湖

本栖湖

井川湖

い

　
ら

　
ご
み
さ
き

あ のりざき

お まえざき

は がちざき

さ　く しま

ひ　ま　か じま

しのじま

おおしま

べんてんじま

かみじま

すがしま

さか て じま

ひゅう が しま

とう し じま

わた か　の じま

ま ごめとうげ

くらかけとうげ

あおやまとうげ

う　り とうげ

にい の とうげ

とち の き とうげ

み さかとうげ

ささ ご とうげ

かりさかとうげ

う　つ　の や とうげ

ちゃうすやま

え　な さん

ほうらい じ さん

たか の　す やま

み くにやま

さ なげやま

ほんぐうさん

さん が　ね さん

いしまきさん

で　き やま

み くにやま

みょうじんやま

ほうろくさん

ろくしょさん

み くにだけ

ご ざいしょやま

きん か ざん

おくさんがいだけ

かんよう き ざん

のうごうはくさん

へいけがだけ

ふじわらだけ

み くにだけ

しず が たけ

み うねやま

あさ ま　が たけ

りょうぜんざん

こ　ぶ　し　が たけ

あき は さん

しらくらやま

くろぼう しがたけ

はっこうさん

たかてんじんやま

う　ど やま

く のうざん

くしがたやま

しお み だけ

うつ ぎ だけ

あんぺい じ やま

ふた ご やま

こま が たけ

あい の だけ

せんじょう が たけ

あらかわだけ

ざる が たけ

しちめんざん

み のぶさん
け なしやま

あかいしだけ

ひじりだけ

てかりだけ

だい む げんざん

そ　ば つぶやま

きょうまるやま

ま　ふ　じ やま

りゅうそうざん

ひがしだけ

きただけ

い ぶきやま

ほうえいざん

あしたかやま

かや が だけ

おんたけさん

ふ　じ さん

あつ
み

はん
とう

ち

た

は
ん

と
う

し　　　ま　　 はん　　とう

み

の

み

か
わ

みゃく

さ
ん

そ

き

や

へ
い

と
よ

は
し

は
ら

か
た

み

へい やのう び

こ
う

げ
ん

お
か

へ
い

ざ
き

や

ちゅう

お
う

お
う

い

せ

へ
い

や

よ
う

ろ
う

さん

ち

ぶ
き

い

さ
ん

ち

さ
ん

か

す
ず

み
ゃ
く

さん ち

ち

さ
ん

び
き

りょうきゅうくちみな

ちぼん

な

い

さ
ん

ち

は
ら

た

い
わ

は
ら

の

ま
き

しず おか へい や

い

ぼ
ん

ち

な

あ
か

い
し み

な
み

さ
ん

みゃく

の
ぶ

さ
ん

ち

み

ふ ぼん ちこう

伊
良
湖
岬

安乗崎

御前崎

波勝岬

佐久島

日間賀島

篠島

大島

弁天島

神島
菅島

坂手島

日向島

答志島

渡鹿野島

馬籠峠

鞍掛峠

青山峠

宇利峠

新野峠

栃ノ木峠

御坂峠

笹子峠

雁坂峠

宇津ノ谷峠

1416

2191

695

1153

1162

329

629

789

321

358

1053

701

1016
684

611

1377

894

1212

1811

1108

1617

1442

1094

1140

421

1209

1235

555

2475

885

1027

2068

832

132

307
216

2052
3047

2864

2363

2243

2967

3190

3033

3141

2629

1989

1153

1964

3121

3013

2592

2330

1627

1470

1343

1051

3193

茶臼山

鳳来寺山

鷹ノ巣山

三国山

恵那山

猿投山

本宮山

三ヶ根山

石巻山

出来山

三国山

明神山

炮烙山
六所山

三国岳

御在所山

金華山

奥三界岳

寒陽気山

能郷白山

平家岳

藤原岳

三国岳

賤ヶ岳

三峰山

朝熊ケ岳

霊仙山

甲武信ケ岳

秋葉山

白倉山

黒法師岳

高天神山

八高山

有度山

久能山

櫛櫛櫛櫛山

塩見岳

空木岳

安平路山
二児山

駒ケ岳

間ノ岳

仙丈ケ岳

荒川岳

笊ヶ岳

七面山

身延山 毛無山

赤石岳

聖岳

光岳

大無間山

蕎麦粒山

京丸山

真富士山

竜爪山

（東岳）

北岳

伊吹山

3067

3776

2693

1504

1704

宝永山

愛鷹山

茅ケ岳

御岳山

富士山

渥 美 半 島

知

多

半

島

志　摩　半　島

美

濃

三

河

木

　
　
　
　
　 曽

　
　
　
　
　 山

　
　
　
　
　 脈

野

平

豊

橋

原
方

三

平 野濃 尾

高

原

岡

平

崎

野

（
中

　 央

　 ア

　 ル

　 プ

　 ス
）

近

伊

勢

平

野

養

老

山

地

吹
伊

山
地

山

鹿

鈴

脈

山 地

地

山

引

布

陵丘口水

地盆

那

伊

山

地

原

田

磐

原

ノ

牧

静 岡 平 野

伊

那

盆

地

赤

石 （

　
南

　
ア

　
ル

　
プ

　
ス

　
）

山

脈

延

山

地

身

府盆地甲

もろざき

たにぐみ

かす が

む　げ がわ

む　ぎ

かわしま

き　そ がわ

び さい

へい わ

そ　ぶ　え

たつ た

はちかい

さ おり

さ

　
や

なんのう

ひら た

た　ど

ながしま

くす

かわ げ

うれし の

ひ
さ
い

しもやま

お ばら

ふじおか

ころ も

あさひ

いな ぶ

あ すけ

あけ ち

いわむら

やまおか

くしはら

かみ や はぎ

ひるかわ

ふくおか
やまぐち

さかした

かねやま

かさはら

やない づ

み その

いそ べ

なんせい

あ　ご

お ばた

きよ す

あつ み

まいさか

ゆうとう

いな さ

ほそ えみっ か び

かみいし づ

すのまた

じゅう し やま

ぬか た

いちのみや

つく で

ほうらい

つ　ぐ

なみあい

く　ぜ

さんとう

ふじわら

だいあん

い　じ　ら

ほ
づ
み

たかとみ

いとぬき

しんせい

す なみ

あか ば　ね

おと わ

み　と

せいない じ

あら い

こ ざか い

し
っ
ぽ
う

じ もく じ
み　わ

は　ず

いっしき
き　ら

ふじはし

さかうち

ね　お

み やま ほら ど

かなやま
み なみ

かみ の　ほ

か　し　も

つけ ち

かわうえ

しろとり

めいほう

は
ち
ま
ん

やまと

いたどり

はぎわら
ま　ぜ

わ　ら

き　そ ふくしま
み たけ

か　ら　す

み くも

ふた み

い ぶき

せき

げいのう

あ のう

み さと

いち し

せい わ

ほくせい

いな べ

こうなん

こう か

つちやま

みなくち

よう か いち

がも う

の　と がわ

はたしょう

こ とう

あいとう

え　ち がわ

よ　ご

き　の もと

こ ほく

たかつき

とらひめ

み すぎ

おおやま だ

い　が

あおやま

あ やま

おおみや

き せい

みやがわ

ご　か しょう

かつやま

み とみ

まきおか

かつぬま

えんざん

し みず

こうさい

くしがた

わかくさ

しら ね

ふた ば

しきしま

りゅうおう

あけ の

おおいずみ

む かわ

あしやす

す
た
ま

たか ね

ながさか

はくしゅう

かんばら

こ ぶちさわ

かみ く　い しき

ろくごう

たま ほ
た とみ

み たま とよとみ

なかみち
さかいがわ

い
ち
か
わ
だ
い
も
ん

いちのみや

かすが　い

いさ わ

み さか
やつしろ

はっ た

なかとみ

とみざわ

あし わ　だ

あしがわ

おか べ

おおかわ

おお い がわ

かじかざわ

ます ほ

ふ　じ かわ

なかかわ ね

ほんかわ ね

お がさ

かな や

おお す　か

だいとう

あさ ば

とよおか

と
よ
だ

ふく で

りゅうよう

はまきた

てんりゅう

たつやま

はる の

さ　く　ま

とみやま

みさくぼ

みなみしな の

かみむら

さが ら

はいばら

はまおか

かわ ね

ひ よし

は　せ

たかとお

師崎

谷汲

春日

武芸川

武儀

川島

木曽川

尾西

平和

祖父江

立田

八開
佐織

佐
屋

南濃

平田

多度

長島

楠

河芸

嬉野

久
居

下山

小原

藤岡

挙母

旭
稲武

足助

明智

岩村
山岡

串原

上矢作

蛭川

福岡
山口

坂下

兼山

笠原

柳津

御薗

磯部

南勢

阿児

小俣

清洲

渥美

舞阪

雄踏

引佐

細江三ケ日

上石津

墨俣

十四山

額田

一宮

作手

鳳来

津具

浪合

久瀬

山東

藤原

大安

伊自良

穂
積

高富

糸貫

真正
巣南

赤羽根

音羽

御津

清内路

新居

小坂井

七
宝

美和
甚目寺

幡豆
一色 吉良

藤橋

坂内

根尾

美山 洞戸

金山美並

上之保
川上

加子母

付知

白鳥

明宝

八
幡

大和

板取

萩原馬瀬

和良

木曽福島三岳

香良洲

三雲

二見

伊吹

関

芸濃

安濃

美里

一志

勢和

北勢

員弁

甲南

甲賀

土山

水口

愛東

湖東

八日市

びわ

蒲生

能登川

秦荘愛知川

余呉

木之本

湖北

高月

虎姫

美杉

大山田

伊賀

青山

阿山

大宮

紀勢

宮川

五個荘

勝山

三富

牧丘

勝沼

塩山

清水

甲西
櫛櫛形

若草

白根

双葉
敷島

竜王

明野

大泉

武川

芦安

須
玉

高根

長坂

白州

蒲原

小淵沢

上九一色

六郷

玉穂田富

三珠 豊富

中道 境川

市
川
大
門

一宮

春日居

石和

御坂
八代

八田

中富

富沢

足和田

富士川

芦川

岡部

大川

大井川

鰍沢

増穂

中川根

本川根

小笠

金谷

大須賀

大東

浅羽

豊岡

豊
田

福田
竜洋

浜北

天竜

龍山

春野

佐久間

富山

水窪

南信濃

上村

相良

榛原

浜岡

川根

日義

長谷

高遠

ね　ば

ひら や

とびしま

うる ぎ

ひがししらかわ

おうたき

おおくわ

み つえ

しもじょう
やすおか

てんりゅう

たか ぎ

とよおか

とよ ね

あ　ち

おおしか

なかがわ

みなみみの わ

なるさわ

根羽

平谷

飛島

売木

東白川

王滝

大桑

御杖

下條
泰阜

天龍

喬木

豊丘

豊根

阿智

大鹿

中川

南箕輪

鳴沢

とうえいしたら

こう た

ひがしうら

たけとよ

みなみち　た

み はま

あ　ぐ　い

かに え

おおはる

とよやま

わ　の うち

あんぱち

ぎ なん

かさまつ

ようろう

いけ だ

い　び がわ

おお の

きたがた

ごう ど

たる い

ふ そう

せ
き
が
は
ら

かわ べ

み たけ

や　お　つ

ひちそう

しらかわ

とみ か

さかほぎ

とうごう

おおぐち

き　そ

な　ぎ　そ

いけ だ

とういん

あさ ひ

かわごえ

たま き
た　き

めい わ

こも の

き　そ さき

おおだい

たい き
みなみ い　せ

ひ　の

あいしょう

こう ら
とよさと

あ なん

もり

よし だ

たかもり

いいじま

まつかわ

みの わ

かわ ね ほんちょう

ふ　じ　み

いちかわ み さと

しょう わ

ふ　じ かわ

み のぶ

はやかわ

ふ　じ かわぐち こ

なん ぶ

東栄設楽

幸田

東浦

武豊

南知多

美浜

阿久比

蟹江

大治

豊山

輪之内

安八

岐南
笠松

養老

池田

揖斐川

大野

北方

神戸

垂井
扶桑

関
ケ
原

川辺

御嵩

八百津

七宗

白川

富加

坂祝

東郷

大口

木曽

南木曽

池田

東員

朝日

川越

多気 玉城

明和

菰野

木曽岬

大台

大紀 南伊勢

日野

愛荘

甲良豊郷

阿南

森

吉田

高森

飯島

松川

箕輪

川根本町

富士見

昭和

市川三郷
富士川

身延

早川

富士河口湖

南部

みずなみ

しんしろ

たかはま

いわくら

み　の

や とみ

やまがた

もと す

かい づ

ぐ じょう

げ　ろ

と　ば

まいばら

きくがわ

まき の はら

お まえざき

こま が ね
こうしゅう

やまなし
にらさき

ほく と

ちゅうおう

なか つ がわ

つ しま

あいさい

は しま

せき

いぬやま

と　き

お わりあさひ

き
よ
す

みず ほ

え　な

なが く　て

がまごおり

ち りゅう

へきなん

おお ぶ

とこなめ

ち　た

にっしん

とよあけ

み　の　か　も

こ さい

た はら

きた な　ご　や

かめやま

し　ま

こう か

ふくろ い

い　な

ふえふき

か　い

みなみ

とよかわ

あんじょうかり や

はん だ

おおがき

かかみがはら

た　じ　み

せ　と

こ
ま
き

とうかい

にし お

か　に

こうなん

いなざわ

くわ な

い　せ

まつさか

ひこ ね

ひがしおう み

やい づ

ふじえだ

い
わ
た

か
け
が
わ

いい だ

しま だ

とよはし

とよ た

いちのみや

おかざき

かす が　い

よっ か いち

すず か

ふ　じ

はま まつ

瑞浪

新城

高浜

岩倉

美濃

弥富

山県
本巣

海津

郡上

鳥羽

いなべ

米原

菊川
牧之原

御前崎

駒ヶ根 甲州
山梨

韮崎

北杜

中央

土岐

関

恵那

中津川

長久手
尾張旭

愛西

羽島

犬山
瑞穂

津島
清
須

蒲郡

知立

碧南

大府

常滑

知多

日進

豊明

あま

みよし

美濃加茂

湖西

田原

北名古屋

亀山

志摩

甲賀

袋井

伊那

笛吹

甲斐

南アルプス

豊川

安城刈谷

半田

大垣

各務原

多治見

瀬戸

小
牧

東海

西尾

可児

江南

稲沢

桑名

伊勢

松阪

彦根

東近江

焼津

藤枝

磐
田

掛
川

飯田

島田

豊橋

豊田

一宮

岡崎

春日井

四日市

鈴鹿

富士

浜松

な　 ご　 や

ぎ　ふ

つ
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い　せ こくぶん じ あと

い　が こくぶん じ あと

し　ま こくぶん じ あと
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ひがしやまどうしょくぶつえん

とよ た

し　ま　　　　　　　　 むら

こうぞう じ

とう か だい

かいしょ　　もり

あい　 ち きゅうはく

き ねんこうえん

へきなんかいひんすいぞくかん

にい み なんきち

　き ねんかん

よっ か いちこうがい

かんきょう み らいかん

めい じ むら

に ほん

すぎはら ち うね き ねんかん

すず か

と　ば すいぞくかん

さいくうれき し はくぶつかん

き　そ さんせんこうえん

ふ　じ きゅう

浜松市動物園

東山動植物園

豊田スタジアム

志摩スペイン村

エコパスタジアム

ナゴヤドーム

高蔵寺
ニュータウン

桃花台
ニュータウン

あいち海上の森センター

愛・地球博
記念公園木曽三川公園

ナ
ガ
シ
マ
ス
パ
ー
ラ
ン
ド

碧南海浜水族館

新美南吉
記念館

四日市公害と
環境未来館

リトルワールド

明治村

日本モンキーパーク

杉原千畝記念館

鈴鹿サーキット

鳥羽水族館

斎宮歴史博物館

富士急ハイランド

ゆ　や

ひるがみ

みなみ ち　た

かんざん じ

やまゆ

さかきばら

み　や

なが ら がわ

しも べ

にしやま

す またきょう

うめ が しま

湯谷

昼神

南知多

舘山寺

湯の山

榊原

三谷

長良川

下部

西山

寸又峡

梅ヶ島

な　ご　や　ひ こうじょう

ちゅう ぶ こくさいくうこう

ふ　じ さんしずおかくうこう

中部国際空港
（セントレア）

名古屋飛行場

富士山静岡空港

な

ご

や
こ
う

み かわこう

せんだい　　とま こ まい

名
古
屋
港

三河港

仙台・苫小牧へ

きぬうらかいてい

え　な
さん

や はず

に ほんざか

ひがし
め
い

じょう

か
ん

か
い

と
う

に

じょう

か
ん

な

ご

や
だ
い

めい
しん

ち

た

は
ん
と
う

き

せ
い

ちゅ
う

おう

しん めい しん

い せ わん がん

し
ん

な
ん

さ
ん
え
んは

ん

と
う
か
い
ほ
く
り
く

い

せ

しん

とう めい

めい
とう

しん

衣浦海底
トンネル

恵那山トンネル

矢筈トンネル

日本坂
トンネル

＜41＞

＜21＞

＜19
＞

＜41
＞

＜21＞

＜1＞

＜47
7＞

＜1＞

＜23＞

＜1＞

＜42＞

＜23＞

＜42＞

＜418＞

＜157＞

＜256＞

＜156＞

＜4
72
＞

＜156＞

＜248＞

＜303＞

＜417＞

＜36
3＞

＜2
57

＞

＜418＞

＜363＞

＜41
9＞

＜153＞

＜420＞

＜257＞

＜151＞

＜257＞

＜1＞

＜301
＞

＜36
2＞

＜473＞
＜2
48

＞

＜248＞

＜2
58

＞

＜421＞

＜3
06

＞

＜365＞　
　
　 ＜366＞

＜301＞

＜155＞

＜163＞

＜306＞

＜165＞

＜2
47

＞

＜247＞

＜248＞

＜247＞

＜47
3＞

＜16
6＞

＜260＞

＜422＞

＜259
＞

＜256＞

＜1
53

＞

＜418＞

＜1＞

＜257＞

＜361＞

＜368＞

＜365＞

＜1
40

＞

＜139＞

＜1＞＜1
52

＞

＜150＞

＜1
51

＞

＜1
52

＞

＜36
2＞

＜362＞

＜1
52

＞

＜1
53

＞

＜361＞

＜473＞

＜52＞

東
名

自動車道

状
環
海
東

自動車
道

二
環

名
古
屋
第

状
自
動
車
道

名 神
高 速 道 路

知
多
半
島
道
路

紀
勢
自
動
車
道

中
央
自

動車
道

高速
道
路

新 名 神

伊勢湾
岸 自 動 道車

自
動
車
道

信
南

三
遠阪

自
動
車
道

東
海
北
陸

伊
勢
自
動
車
道

速

新

路
東 名

高 速 道

名 路道高
東新

みね

ち

あ
け

めい

めい

てつ

てつ

かか みが はら

とよ た

さ
い

び

ろ
う

て
つ

よ
う

い

せ

て
つ

な

ご

や

き
ん

め
い

ほく せい

きん てつ ゆ
やま

さん
ぎ

さん
ぎ

ち

た

て
つ

め
い

たる

な
が

ら

が
わ

み

て
つてつ

あ
い

ち

か
ん
じょう

こ

ま
き

め
い

い
ぬ
や
ま

めい

て
つ

お

に
し

め
い

てつ

てつ

な
め

め
い

めい がま ごおり

と
こ

ぎ
さ

ん

きん
てつ

おお さか

や
ご

な
てつ

めい

てん りゅう はま な こ

きん てつ
やま

め
い
て
つ
こ
う

わ

だ

よ
う
ろ
う

お
う
み

い

が

てつ

し

ま

めい てつ せ と

お
お

い

が
わ

て
つ

ど
う

え
ん

し
ゅ
う

と
よ
は
し

ちゅう おう

かん

き

せ
い

さい

た
い

た

た
け
と
よ

めい
しょう

ぐう

さ
ん

とう
かい

どう

と
う
か
い
ど
う

ほ
く
り
く

た
か
や
ま

とう かい
どう

いい

だ

み

の
ぶ

とう かい どう

よ てい

ちゅう おう

どうかいとう

峰トン
ネル

知
明

鉄
道

名

名

鉄

鉄

各 務 原 線

線
豊 田

鉄
道

西

尾

線老

鉄

養

線

伊

勢

鉄

鉄
道

名
古
屋

近

名

線
北勢

近鉄湯の山

三岐
三 岐 線

鉄道

線

新
線

知
多

鉄
名

長
良
川

道

道

見

樽

鉄

鉄

鉄

鉄

愛
知
環
状

鉄 道

小
牧
線

名
犬
山線

名

鉄
尾
西

線

線

名

線郡蒲鉄名

鉄

線
滑

名

常

鉄 道

岐
三

近
鉄 大 阪 線

線本
屋古

名
鉄
名

天竜
浜名 湖

鉄道

近 鉄 山
線

名
鉄
河
和

田

養
老
鉄
道

近
江
鉄
道

伊
賀
鉄
道

志
摩
線

名鉄瀬
戸線

大

井
川

鐵
道

遠

鉄
道

州

豊
橋
鉄
道

て
つ

み
かわ

め
い鉄三

河

線

名

中央
本線

関

紀
勢
本
線

西
本 線

太
多
線

線

武
豊

線名
松

線宮

参

東海
道

線
本

東
海
道
本
線

北
陸
本
線

高
山
本
線

本 線

東 海 道 本 線

飯
田
線

線

身
延

いせわかまつ

こうわ

うつみ

さなげ

つげ

いせおきつ

いせなかがわ

かしこじま

かなや

東 海 道 新 幹 線

リニア中央新
幹線（

予定
線）

線幹新道海東

みかわ
あんじょう

ぎふはしま

なごや

とよはし

はままつ

し
ん
ふ
じ

かけがわ

しずおか

なが ら がわ か こう

う　れ

みやこ だ がわ

おおしま

まるやま
かさ ぎ

は　ぶ

や はぎ

くろ だ

おお い

お　り がわ

あ　ぎ がわ

よこやま

とくやま

かみおお す
かお れ

み うら

ま　ぜ がわ

だい に

まき お

さそ う がわ

く　ず りゅう

ますたに

ひろ の

あ のう

なかざと

はちす

あき は

みさくぼ

さ　く　ま

しんとよ ね

まつかわ

おお た がわ

み　わ

い かわ

ながしま

はたなぎだいいち

ひろ せ

しおかわ

あらかわ

えん　             　しゅう　           　 なだ

たい　             　　　　　　へい　           　 　　　　　よう

あつ     み      わん

み かわ わん

い　ら　ご
すいどう

わんたち

い

せ

わ
ん

まと や わん

た　ご　の うら

する が わん

ようろうのたき

め
い

じ
よ
う

す
いあ

い

ち

あ
い

ち

よ
う
す
い

よ
う

す
い

とよ がわ よう すい

とよ
がわ

よう
すい

み

か
た

は
ら

よ
う

す
い

がわ

き

と

が
わ

ひ

だ

が
わ

が
わ

が
わ

に
っ

こ
う

な
い

か
わ

ふ
る

は
ぎ

や

が
わ

あ
す
け

き
そ がわ

が
わ

は
ぎ

や

な
が

ら

が
わ

ね

い

び

が
わ お

が
わ

が
わ

な
が

ぎ

む

が
わ

ど
り

い
た

し
ょ
う

と
も
え

とよがわ

が
わ

と
よ

が
わ

は
ぎ

や

が
わ

の

ひ

い
な

まち や がわ

が
わ

べ

すず か がわ

みやがわ

くも ず がわ

く
し

だ
が
わ

き
そ
が
わ

い
び
が
わ

ず

が
わ

あねがわ

が
わ

ら

か
わ

お
お
い
が
わ

あ

べ

か
わ

あ

べ

け

た

が
わ

わ
ら

し
な

が
わ

お
お
た
が
わ

き
く
が
わ

て
ん

り
ゅ
う

が
わ

て
ん

が
わ

り
ゅ
う

が
わ

か
わ

は
や

い

お
お

か
わ

じ

ふ

が
わ

ふ
き

ふ
え

が
わ

か
ま

な
し

いる か いけ

はま な　こ

ばん ば ちょうせい ち

よ　ご　こ かわぐち こ

さい こ

しょう じ　こ

もと す　こ

い かわ こ

長良川河口ぜき

宇連ダム

都田川ダム

大島ダム

丸山ダム
笠置ダム

羽布ダム

矢作ダム

黒田ダム

大井ダム

小里川ダム

阿木川ダム

横山ダム

徳山ダム

上大須ダム
川浦ダム

三浦ダム

馬瀬川
第二ダム

牧尾ダム

笹生川ダム

九頭竜ダム

桝谷ダム

広野ダム

安濃ダム

中里
ダム

蓮ダム

秋葉ダム

水窪ダム

佐久間ダム

新豊根ダム

松川ダム

太田川ダム

美和ダム

井川ダム

長島ダム

畑薙第一ダム

広瀬ダム
塩川ダム

荒川ダム

渥 美 湾

三 河 湾

遠　　　州　　　灘

太　　　　　 平　　　　　 洋

伊良湖水道

知 多 湾

伊

勢

湾

的矢湾

田子ノ浦

駿 河 湾

養老ノ滝

明

治
用

水愛

知

愛
知
用
水

用

水

豊 川 用 水

豊
川

用
水

三
方
原

用
水

川
岐

土

川

飛

驒

川

川

川

日
光

内
庄

巴

古
川

作
矢

川
足助

木 曽 川

川
作

矢

長

良

川

根

揖
斐

川 尾
川

川 長
儀

武

川
取
板

豊川

豊

川

川
作
矢

川

野

日

員

川
弁

（町屋川）

鈴鹿川

宮川

櫛

雲出川

田
川

木
曽
川

揖
斐
川

雲
出

川

姉川

川
良

川

大
井
川

安
倍

川

安

倍

気

田

川

藁

科

川

太
田
川 菊

川

天

竜

川

天
竜
川

川

川

早

井

大

川
士
富

川
吹
笛

川

釡

無

入鹿池

浜名湖

万場調整池

余呉湖 河口湖

西湖
精進湖

本栖湖

井川湖

い

　
ら

　
ご
み
さ
き

あ のりざき

お まえざき

は がちざき

さ　く しま

ひ　ま　か じま

しのじま

おおしま

べんてんじま

かみじま

すがしま

さか て じま

ひゅう が しま

とう し じま

わた か　の じま

ま ごめとうげ

くらかけとうげ

あおやまとうげ

う　り とうげ

にい の とうげ

とち の き とうげ

み さかとうげ

ささ ご とうげ

かりさかとうげ

う　つ　の や とうげ

ちゃうすやま

え　な さん

ほうらい じ さん

たか の　す やま

み くにやま

さ なげやま

ほんぐうさん

さん が　ね さん

いしまきさん

で　き やま

み くにやま

みょうじんやま

ほうろくさん

ろくしょさん

み くにだけ

ご ざいしょやま

きん か ざん

おくさんがいだけ

かんよう き ざん

のうごうはくさん

へいけがだけ

ふじわらだけ

み くにだけ

しず が たけ

み うねやま

あさ ま　が たけ

りょうぜんざん

こ　ぶ　し　が たけ

あき は さん

しらくらやま

くろぼう しがたけ

はっこうさん

たかてんじんやま

う　ど やま

く のうざん

くしがたやま

しお み だけ

うつ ぎ だけ

あんぺい じ やま

ふた ご やま

こま が たけ

あい の だけ

せんじょう が たけ

あらかわだけ

ざる が たけ

しちめんざん

み のぶさん
け なしやま

あかいしだけ

ひじりだけ

てかりだけ

だい む げんざん

そ　ば つぶやま

きょうまるやま

ま　ふ　じ やま

りゅうそうざん

ひがしだけ

きただけ

い ぶきやま

ほうえいざん

あしたかやま

かや が だけ

おんたけさん

ふ　じ さん

あつ
み

はん
とう

ち

た

は
ん

と
う

し　　　ま　　 はん　　とう

み

の

み

か
わ

みゃく

さ
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そ

き

や

へ
い

と
よ

は
し

は
ら

か
た

み

へい やのう び

こ
う

げ
ん

お
か

へ
い

ざ
き

や

ちゅう

お
う

お
う

い

せ

へ
い

や

よ
う

ろ
う

さん

ち

ぶ
き

い

さ
ん

ち

さ
ん

か

す
ず

み
ゃ
く

さん ち

ち

さ
ん

び
き

りょうきゅうくちみな

ちぼん

な

い

さ
ん

ち

は
ら

た

い
わ

は
ら

の

ま
き

しず おか へい や

い

ぼ
ん

ち

な

あ
か

い
し み

な
み

さ
ん

みゃく

の
ぶ

さ
ん

ち

み

ふ ぼん ちこう

伊
良
湖
岬

安乗崎

御前崎

波勝岬

佐久島

日間賀島

篠島

大島

弁天島

神島
菅島

坂手島

日向島

答志島

渡鹿野島

馬籠峠

鞍掛峠

青山峠

宇利峠

新野峠

栃ノ木峠

御坂峠

笹子峠

雁坂峠

宇津ノ谷峠

1416

2191

695

1153

1162

329

629

789

321

358

1053

701

1016
684

611

1377

894

1212

1811

1108

1617

1442

1094

1140

421

1209

1235

555

2475

885

1027

2068

832

132

307
216

2052
3047

2864

2363

2243

2967

3190

3033

3141

2629

1989

1153

1964

3121

3013

2592

2330

1627

1470

1343

1051

3193

茶臼山

鳳来寺山

鷹ノ巣山

三国山

恵那山

猿投山

本宮山

三ヶ根山

石巻山

出来山

三国山

明神山

炮烙山
六所山

三国岳

御在所山

金華山

奥三界岳

寒陽気山

能郷白山

平家岳

藤原岳

三国岳

賤ヶ岳

三峰山

朝熊ケ岳

霊仙山

甲武信ケ岳

秋葉山

白倉山

黒法師岳

高天神山

八高山

有度山

久能山

櫛櫛櫛櫛山

塩見岳

空木岳

安平路山
二児山

駒ケ岳

間ノ岳

仙丈ケ岳

荒川岳

笊ヶ岳

七面山

身延山 毛無山

赤石岳

聖岳

光岳

大無間山

蕎麦粒山

京丸山

真富士山

竜爪山

（東岳）

北岳

伊吹山

3067

3776

2693

1504

1704

宝永山

愛鷹山

茅ケ岳

御岳山

富士山

渥 美 半 島

知

多

半

島

志　摩　半　島

美
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社会科だけでなく，他教科でも活用できる
デジタル教科書・教材（有料）

4
特色 さまざまな学習環境への対応

～教科等横断的な活用～

▶p.１-３の世界全図では，14
か国の挨拶を紹介したり，国
名や一部イラストに英語を付
記したりしています。
▶p.75-86の世界の地図ページ
でも主要な国名や首都名に英
語を付記したり，「外国から日
本へ伝わったさまざまな言葉」
を示したりしています。

地図帳指導のサポート 1

▶都道府県ごとのクイズ形式の映像を，NHKエンタープラ
イズと共同で作成。１県あたり２分程度で構成し，「県
内の特色ある地域の様子」の学習に活用できます。

都道府県映像クイズ

外国語活動，外国語科

⬇ p.81など

⬇ p.１-３

▶p.13で「きょりの求め方」について，わかりや
すく解説しています。地図ページにあるス
ケールバーを用いて，実際の距離を求める作
業は算数にも応用できます。

算数科

⬇ p.23など

▶３年生の理科で学習する「方位磁針」の学習に
も活用できます。

理科

⬇ p.10など

▶土地のようすや高さ，交通，都市，
産業などのレイヤーの中から，
見せたい要素のみを選んで表示
できます。さまざまな要素を組
み合わせることで，相互の関係
に着目して社会的事象を比較し
たり関連付けたりできます。

レイヤー切り替え

▶p.31-72の日本の地図では新たに「音楽のぶた
い」を，p.75-86の世界の地図ページでは現行
版に引き続き「音楽のぶたいとなったところ」
の特別凡例を設けています。

音楽科

⬇ p.51など ⬇ p.81など

▶p.19-28，p.31-72の日本の地図では，都道府
県名や県庁所在地名の漢字に「とめ・はね・は
らい」が正確なユニバーサルデザインの「UD学
参フォント」を独自開発して採用しています。
▶p.77-78，81-86の世界の地図では，「物語の
ぶたいとなったところ」の特別凡例を設けてい
ます。

一般的な書体

「とめ」・「はね」・「はらい」が正
しい書体＋ユニバーサルデザ
インの「UD学参フォント」

デジタル教科書・
教材のご案内

［ 新課程 地図帳Webへ ］

⬇ p.52など

⬇ p.77など

国語科

おもなコンテンツ

•拡大（800％）・縮小

•距離計測・面積比較

•白地図切り替え

•デジタル地球儀

•アニメーション

•雨温図コンテンツ

•統計コンテンツ

•プログラミングアプリ
※一部，内容が変わる場合があります。

そのほかの機能・コンテンツ

新潟県の例

帝国書院のデジタル教科書・教材ラインナップ

①学習者用
　デジタル教科書
▶紙の教科書と同一の内容を収録。
▶特別支援教育対応機能は未搭載。
▶拡大・縮小や書き消し、
　保存などの基本機能は標準装備。
▶下記のコンテンツは未収録。

②学習者用デジタル教科書
　・教材セット
▶デジタル教科書とデジタル教材
　（コンテンツ）の一体型。
▶拡大・縮小や書き消し、保存などの
　基本機能は標準装備。
▶下記のコンテンツを収録。

③指導者用
　デジタル教科書（教材）
▶デジタル教科書とデジタル教材
　（コンテンツ）の一体型。
▶拡大・縮小や書き消し、保存などの
　基本機能は標準装備。
▶下記のコンテンツを収録。

※②と③の収録内容は同じです。使用者
　やライセンス範囲が異なります。

Webサイト上で体験できます！

スケールバーの例

コンテンツ

4

特
色

サ
ポ
ー
ト

3837



地図の専門会社ならではの，充実のサポート 児童，先生方へ地図の楽しさを伝える活動

地図帳指導のサポート 2
サポート体制の
ご案内

▶本資料p.36で紹介しています。

▶小・中学校の先生方および教員を目指す大学生
を対象に，弊社社員が講師となり，地図活用の
楽しさや指導法をご紹介する地図説明会（研修
会）を行っています。
▶出前授業は，児童に地図帳の具体的な使い方を
伝える活動です。
▶蓄積しているノウハウを交えながら，ご要望に
応じたプログラムをご用意しています。

地図説明会（研修会）・出前授業

▶無料で活用いただける登
録制の「指導者専用サイ
ト」を開設しています。
ダウンロードして活用で
きるワークシートなどの
コンテンツを多数収録し
ています。先生方に向け
た新しい情報収集・情報
発信の場となるように，
随時更新しています。

指導者専用サイト
（学校の先生方限定）

▶小学校の先生方を対象にした，定期
刊行冊子を発行しています。地図帳
や社会科の学習における実践例や，
学習指導要領に関する最新情報な
どを掲載しています。

定期刊行冊子

　小・中学校の先生方および教員をめざす大学生を対象に、
研究会・研修会などで地図帳の楽しさや指導法をお伝え
する活動を行っています。
　弊社社員が伺い、地図帳の具体的な活用方法をはじめ、
地図帳の出版社だからこそもっているエピソードを交え
ながら、ご要望に応じたプログラムでお話しいたします。

　小学校・中学校・高等学校のそれぞれの先生方を対象
にした定期刊行冊子を発行しています。教科書・副教材
等を活用した授業実践例や、地図・社会科に関する最新
情報などを掲載しています。

　2016年より、無料でご登録いただける
指導者専用サイトを開設しました。
ダウンロードして活用できるワークシート
などのコンテンツを掲載しています。
新しい情報発信の場として力を入れて
まいります。

←ウェブサイトで詳しいご案内をご覧いただけます。

←ウェブサイトで詳しいご案内をご覧いただけます。

20こどもと地図　2018 ①
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「面積比較」で都道府県の大き
さを実感しよう！

帝国書院　資料編集部

　児童に，「日本で一番面積の広い県
3

は？」とク

イズを出すと，「北海道」と答えることが多いと

思います。「県」と聞いているのがミソなので，

正解は「岩手県（15,275㎢）」になります。好

奇心のある児童なら２位は？ ３位は？ と調べて

いくでしょう。ただし，漠然と面積が大きいとい

うことがわかるだけで，「15,275㎢」がどのく

らいの大きさなのか，おそらく児童はそのスケー

ル感をもち合わせていないと思います。私たちが

「東京ドーム○個分です」といわれても今一つピ

ンとこないのと一緒です。

　そこで，知っている都道府県や各地方と比較す

ることで，スケール感を身につけさせてはどうで

しょうか。帝国書院のデジタル地図帳『楽しく学

ぶ小学生の地図帳』には，都道府県や各地方の形

を自由に移動できる機能があります。

　図１をご覧く

ださい。これは

関東地方と岩手

県を比較したも

のです。こうし

てみると，「岩

手県ってそんな

に大きくない」

と思う児童もいるでしょう。しかし，岩手県は1

県であるのに対し，関東地方は１都６県（32,430

㎢）が集合して岩手県の２倍ぐらいの大きさにな

っています。岩手県より大きな都道府県は北海道

しかないため，岩手県と面積を比較する（岩手県

をあえて小さく見せる）には，「～地方」という

単位で比較しなければならないのです。こうする

ことで，岩手県の大きさを実感できるスケール感

を身につけることができます。

　次に，図２をご覧ください。北海道の大きさを

実感できるスケール感を身につけるために，同様

の手法で岩手県，東京都，山口県，香川県を北海

道の地図上に配置してみました。山口県はちょう

ど釧路総合振興局と同じくらい，東京都は積丹半

島から札幌市あたりまで，香川県は函館周辺を占

めるくらいの大きさです。いちばん大きな県の岩

手県でも北海道と比べればこのくらいしかありま

せん。このように，詳しい「～㎢」がイメージで

きなくても「こんなに大きい」，「こんなに小さい」

というスケール感を身につけることができます。

　今回ご紹介した機能はほんの一例ですので，児

童たちと楽しみながら，デジタル地図帳をご活用

いただき，ご実践いただければまことに幸いです。

北海道との面積比較

図２

操作手順

デジタル地図帳『楽
しく学ぶ小学生の地
図帳』で面積を比較

←①トップページ
（もくじ）の「一枚
で見る日本列島」を
クリックして日本全
図を表示
※地図ページの
（教科固有ツール）
を開いて，　　アイ
コンをクリックして
も表示できます。

（教科固有ツール）（教科固有ツール）
　　アイ

←②　　アイコンを
クリックして選択画
面を表示

　　アイコンを

←③比較したい都道
府県・地方を自由に
選択

関東地方と岩手県の面積比較

図１

先生方を支える
地図×学び×研 修

地図×学び×定期刊行冊子

地図×学び×ウェブサイト

StoryStory
33

↑ウェブサイトで詳しいご
案内をご覧いただけます。

地図×学び×豊かな生活
　旅行のイメージをふくらませたり、ニュースでとりあげられた場所を探したり…。地図帳があれ
ば、家族や友人と楽しく会話をしながら教養を深めることができます。帝国書院では、「旅」や「食」な
ど生活に関わるテーマの地図帳や最新の世界情勢を反映した地図帳など、多様なニーズに応じた一
般向け地図帳を全国の書店で販売しています。

生涯学習につなげるStoryStory
44
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童たちと楽しみながら，デジタル地図帳をご活用

いただき，ご実践いただければまことに幸いです。

北海道との面積比較

図２

操作手順

デジタル地図帳『楽
しく学ぶ小学生の地
図帳』で面積を比較

←①トップページ
（もくじ）の「一枚
で見る日本列島」を
クリックして日本全
図を表示
※地図ページの
（教科固有ツール）
を開いて，　　アイ
コンをクリックして
も表示できます。

（教科固有ツール）（教科固有ツール）
　　アイ

←②　　アイコンを
クリックして選択画
面を表示

　　アイコンを

←③比較したい都道
府県・地方を自由に
選択

関東地方と岩手県の面積比較

図１

先生方を支える
地図×学び×研 修

地図×学び×定期刊行冊子

地図×学び×ウェブサイト

StoryStory
33

↑ウェブサイトで詳しいご
案内をご覧いただけます。

地図×学び×豊かな生活
　旅行のイメージをふくらませたり、ニュースでとりあげられた場所を探したり…。地図帳があれ
ば、家族や友人と楽しく会話をしながら教養を深めることができます。帝国書院では、「旅」や「食」な
ど生活に関わるテーマの地図帳や最新の世界情勢を反映した地図帳など、多様なニーズに応じた一
般向け地図帳を全国の書店で販売しています。

生涯学習につなげるStoryStory
44
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▶地球儀のアプリ「i地球儀」や，５年生の産
業学習に対応したアプリ「イラストと動画
で学ぶ社会科」を販売しています。

iPhone・iPad用アプリ

　本物の地球儀と同じ地図情報を、美しく
ご覧いただけるアプリも開発しました。
デ ジ タ ル 教 材 に 搭 載 し て い る ほ か、

「i地球儀」としてiPhone・iPad用アプリを
App Storeで販売しています（360円）。

　教育現場における急速な ICT 化の進展に対応
するため、独自の技術を用いたデジタル教材を
開発・販売しています。
　地図帳・地球儀づくりの実績をふまえつつ、
新しい学びを提案いたします。

↑デジタル教科書画面（面積比較機能）

↑デジタル教科書画面（紙の地図帳と同じ表示） ↑デジタル教科書画面（「交通のようす」と「市町村のようす」のみ表示）

↑国名当てクイズの画面↑地名を非表示にした画面

　各市町村の教育委員会や社会科研究会からの依頼を受け、オー
ダーメイドの地域版地図を、全国で300点ほど作成しています

（2018年現在）。
　地域で守りたい文化財や地域を支える施設などを、児童生徒に
親しみやすいオリジナルイラストを用いて掲載できます。

　小中学校用地図帳並びに中学校社会科３分野の拡大教科書を発行しています。
地図帳の場合、地名を大きく目立たせ、レイアウトを見やすく改めています。

地域版地図サンプル（横浜市港北区）→

↑通常教科書の地図帳 ↑拡大教科書の地図帳

通常教科書の地図帳 拡大教科書の地図帳（2分冊）
全86ページ 全552ページ（①290ページ＋②262ページ）

■ ページ数の比較（平成 27 年度版小学校用地図帳の場合）

■ 誌面の原寸大比較

↑ウェブサイトでアプリの詳しいご案内を
　ご覧いただけます。

↑ウェブサイトでこの
地図の大きな画像や他
の地域のサンプルをご
覧いただけます。

↑ウェブサイトで詳しいご
案内や他の書目のサンプル
をご覧いただけます。

拡大

学びを深める・広げる
地図×学び×I C T

地図×学び×郷 土

地図×学び×特別支援

StoryStory
22
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「i地球儀」 「イラストと動画で学ぶ社会科」

（有料） （無料）

児童，先生方のためにさまざまな
サポートをご用意しています。

▶より一層地図帳を活用し
ていただけるように，例
えば基本編として「学年
別地図活用ガイド」や「３
年生からの地図活用サ
ポート編」を新たに作成
します。応用編として「地
名解説編」を用意してい
ます。

指導書

•学年別地図活用ガイド
•活用編

•地名解説編

•３年生からの地図活用サポート編

•
付録
（白地図，ワークシート，
フラッシュカードほか）

指導書の内容
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ヤッコソウ発生地

はぎじょう

萩城

熊本城
くまもとじょう

か

　

ご

し
ま
じ
ょ
う

鹿
児
島
城

おか

岡城跡
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たかしまたんでんあと

高島炭田跡
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（軍艦島）
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島原・天草一揆
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で じま

西都原古墳群
さい と ばる こ ふんぐん

上野原遺跡
うえ の はら い せき

鑑真上陸地
がんじんじょうりく ち

吉野ヶ里遺跡
よし の が り　い せき

松下村塾
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じょうりく ち

臼杵磨崖仏
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鵜戸神宮
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宇佐神宮

きりしまじんぐう

霧島神宮

むなかたたいしゃ

宗像大社
なか つ みや

（中津宮）
むなかたたいしゃ

宗像大社
へ　つ みや

（辺津宮）

むなかたたいしゃ

宗像大社
おき つ みや

（沖津宮）

う ちゅうくうかんかんそくじょ
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しゃ か だけ

釈迦岳

天山
てんざん

せ ふりさん

脊振山

ひ　こ さん

英彦山

東鳳翩山
ひがしほうべんざん

莇ケ岳

平家ケ岳

あざみ が だけ

へい け　が だけ

鰐塚山

おお の がらだけ

（大箆柄岳）
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13751583

924

1787

1421

1094

1574

720

1359

1076

1483

1700

1117

1791

1592

へいせいしんざん

平成新山

た　ら だけ

多良岳

つる み だけ

鶴見岳
ゆ　ふ だけ

由布岳

かいもんだけ

開聞岳

きただけ

（北岳）

く じゅうさん

久住山

からくにだけ

韓国岳
くり の だけ

栗野岳

しんもえだけ

新燃岳
たか ち　ほのみね

高千穂峰

なかだけ

中岳

たかだけ

（高岳）

ふ げんだけ

（普賢岳）

うんぜんだけ

雲仙岳

きょう が だけ

経ケ岳

両子山
ふた ご さん

あ　そ さん

阿蘇山

れんざん
くじゅう
連山

霧島山
きりしまやま

御岳
おんたけ

お
お大

す
み隅

は
ん半

と
う島

さ
つ薩

ま摩
は
ん半

と
う島

な
が長
さ
き崎

は
ん半

と
う島

ぎ杵

と
う島

は
ん半

そ
の彼

に
し西

しまばらはんとう

島原半島

くにさきはんとう

国東半島
ひ
が
し
ま
つ
う
ら
は
ん
と
う

東
松
浦
半
島

は
ん半

と
う島

う
ら浦

ま
つ松

き
た北

いとしまはんとう

糸島半島

　さ　がのせき

はんとう
佐賀関

半島

宇土半島
う　と はんとう

笠か
さ

野の

原は
ら

地ち

台

スシ ラ

だ
い

都城盆地

宮み
や

崎ざ
き

野や

平へ
い小

こ

林
ばやし

盆
ぼん

地
ち

盆
ぼん

大
おお

口
くち

盆
ぼん

地
ち

吉
よし人

ひと

地
ち

きゅう

九

しゅう

州

さ
ん

山

ち

地

八や
つ

野や

平へ
い

代し
ろ

熊く
ま

本も
と

平へ
い 野や

原
げん

高
こう

田
だ

飯
はん

大
おお

分
いた

平
へい

野
や

筑つ
く

紫し

平へ
い

野や

つく

筑

し

紫

さん

山

ち

地
脊
せ

振
ふり

山
さん

地 ち

中な
か

津つ

平へ
い
野や

鰐

地ち

山

塚

わ
に

つ
か

さ
ん

みやこのじょう ぼん ち

秋
あき

吉
よし

台
だい

山や
ま

口ぐ
ち

盆ぼ
ん

地ち

油津

飫肥

土 呂々

美々津

茂木

戸石
土呂久

大矢野

姫戸

深
田

免
田

須
恵

上
岡原

松島

龍ヶ岳

石田

勝本
玄海

郷ノ浦

芦辺

上浦

直川

本匠

宇目

弥生

米水津

鶴見

田浦

中央
砥用

大島

津屋崎

福間

山陽

小野田

楠

真玉

香々地

安心院
院内

山国

三光

耶馬溪

本耶馬渓

小石原

宝珠山

北野

田
主
丸

福富

芦刈

鎮西

呼子

肥前

北波多
相知

厳木

世知原
吉井

西彼

西海

大島崎戸

大瀬戸

伊王島

香焼

三和高島

野母崎

外海

多良見

飯盛

森山

小長井
高来

三角 豊野不知火
松橋

小川

清和矢部

長陽

白水
久
木
野

鹿央

鹿北

鹿本

七城

菊鹿

旭志泗水

前津江

天瀬

大山

上津江

中津江

波
野

荻

久住

直入

清
川

朝地

緒
方

大野

三重

千歳

犬飼

野津

野津原

佐賀関

東郷

川内
入来

祁答院
宮之城

鶴田

樋脇

薩摩

栗野

牧園

溝辺

横川

吉
松

隼人

福山

国分

大隅

財部

末吉

郡山

桜島

吉田

松元

喜
入

日吉

吹上

伊集院

東市来

輝北

吾平

串良

内之浦

高山

大根占

田代
根占

佐多

秋穂阿
知
須

宮
田

筑穂

三瀬

大田

山香

挾
間

庄内

湯布院

愛野

国
見

小浜

吾妻

千々石

瑞
穂

南串山

有明五和

河浦

倉岳

御所浦
新和

栖本

牛深

本渡

新吉富

大平

浜玉

前原

大島

生月 田平

鷹島

福島

小佐々

琴海

有明

深江

布津有家西有家

北有馬
南有馬加津佐

口之津

佐土原

鹿島

里

上甑

下甑

蘇陽

一の宮

岱明

天水

西合志
横
島

上陽

三加和

菊水

東陽

泉鏡

千丁 宮原

竜北

坂本

西有田 山内

北浦

北方

北郷

西郷南郷

須木

高岡

高崎

高城

田野

山田

山之口

有明

松山

串木野

市
来

開聞

山川

大浦
笠沙

金峰

坊津

加世田

東

高尾野野田

甘木

豊浦

豊北

菊川

豊田

日置 三隅

油谷

旭 川上

福栄

小郡

鹿野

徳山

新南陽

徳地

熊毛

大和

本郷

錦

美川

むつみ

津和野 柿木

六日市

武蔵
安岐

国見

東郷

富合

秋芳

美東

川副

菱刈

大口

川辺

知覧

頴娃

高田

蒲江

北川

北郷

南郷

清武

野尻

矢部
黒木立花

星野

志摩

二丈

江迎

鹿町

阿東

蒲生

城南
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や よい
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つる み

たのうら

ちゅうおう

と もち

おおしま
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ふく ま

さんよう
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ま
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こうやぎ

さん わ
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く
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よこがわ

よ
し
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つ
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ふくやま
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き
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こうやま

おお ね じめ
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ね じめ
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あ

　

じ

　

す

み
や

た

ちく ほ
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おお た

やま が

は
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ま
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に

み
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み
ず

ほ

ありあけいつ わ
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しん わ

す もと
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ほん ど

しんよしとみ
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はまたま
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ふくしま
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きんかい
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ふか え

ふ　つ
あり えにしあり え

きたあり ま
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くち の　つ

さ　ど わら
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とうよう
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にしあり た
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きたうら

きたかた

きたごう

さいごうなんごう

す　き

たかおか

たかざき

たかじょう

た　の

やま だ

やま の くち

ありあけ

まつやま

くし き　の

い
ち

き
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やまがわ
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きんぽう

あずま
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の　だ

あま ぎ

とようら

ほうほく

きくがわ
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へ　き み すみ

ゆ　や

あさひ
かわかみ

ふく え
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とくやま
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とく ぢ
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ほんごう

にしき
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たか た
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きたがわ
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え むかえ

しかまち
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水上
相
良

山
江

五木

球磨

西原

東峰

赤

産山

南
阿
蘇

椎葉

諸塚

西米良

姫島

みずかみ
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や
ま
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あか
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み
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ひめしま

大崎

錦
江
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東串良

南大隅
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木

湧水
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高原

三股

綾

木城

新富
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嘉島
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甲佐
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田
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施
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里
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人吉

上天草

水俣
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島原
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宇土 宇城

菊池玉名 竹田
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臼杵
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津久見

豊
前
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筑
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山鹿

平戸

松浦

大川

柳川
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鹿島

多久
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武雄

光山陽小野田

壱岐

（薩摩川内市）
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霧島

鹿屋

八代

延岡
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257
H
26,9.2

吉野ヶ里遺跡

・弥生中期から後期にかけての

　遺跡。

・２５～３０haの広がりをもち，二

　重の柵や堀で囲まれた日本最

　大級の環濠集落である。

・物見やぐら跡や銅剣・ガラス

　製の管玉などが発掘されてい

　る。

伊万里焼

・有田地方で産する磁器の総称。

・江戸時代から製造が始まり，

　１７世紀ごろより東インド会社

　を通じてヨーロッパにも輸出

　された。

長崎の出島

・江戸時代には，キリスト教を

　広める恐れのないオランダと

　中国に限って出島での貿易を

　認めた（朝鮮との貿易は対馬

　藩が行った）。

・以後２００年以上，世界に開か

　れた限られた日本の窓口とな

　った。

・長崎ではシーボルトなどによ

　って，蘭学がさかんになった。

オオサンショウウオ

・国の天然記念物。

・本州西部，四国，九州の一部

　に生息し，世界最大の両生類

　で，全長１ⅿ以上にもなる。

・清流に生息するが，河川の改

　修や汚染により数が減少。

阿蘇山

宮崎平野

・科学観測ロケット及び科学衛

　星の打ち上げ，それらの追跡，

　データ取得などを行っている。

・これまで，大小３９０機をこす

　ロケットを打ち上げ，３０個近

　くの衛星・探査機を宇宙に送

　り出している。

内之浦宇宙空間観測所

・冬でも暖かい気候を生かして

　大規模なビニルハウスでのき

　ゅうりやピーマンなどの促成

　栽培がさかん。

・ピーマンの生産量は茨城県に

　次いで全国２位（２０１３年）。

のりの養殖

・有明海は，大きく入り込んだ内海で奥行き１００㎞，

　幅約２０㎞。

・干満の差が非常に大きく，広い干潟ができる。干潟

　を利用した支柱栽培がさかん。

・佐賀，福岡，熊本３県で生産される有明のりは全国

　生産のおよそ５３％（２０１３年）となる。

沖ノ島

・島全体が御神体とされ，

　今でも女人禁制となっ

　ている。

・宗像三女神の田心姫神

　（たごりひめのかみ）

　を祭る。

鑑真上陸地

・中国唐代の僧鑑真が朝廷に招かれて鹿児島に上陸

　した。

・鑑真は渡航に何度も失敗し，最初の計画から１２年

　たった６回目でやっと日本にたどり着いた。

・来日後は奈良に唐招提寺を開き，日本の仏教の発

　展に尽くした。

屋久島

・日本全国で５番目の面積を

　ほこる島。

・美しい豊かな自然が残され

　ている。

・島の約２１％が世界自然遺産

　に登録されている。

ツルの渡来地

・出水市には，国指定の特別天

　然記念物のツル（ナベヅル，

　マナヅル）が，越冬のために

　ロシアのシベリアや中華人民

　共和国東北部から渡ってくる。

・出水平野のツルは，平成９年

　以降１万羽を超えて「万羽ヅ

　ル」となっている。

・ツル保護のため，小麦，いわ

　しなどの餌まき，ツルの羽数

　調査など地域の保護活動がさ

　かん。

ザビエル上陸地

・１５４９年，スペインの宣教師，

　フランシスコ＝ザビエルが鹿

　児島に上陸。

・初めて日本にキリスト教を伝

　えた。

・以後，キリスト教とともに，

　ヨーロッパの文化が人々に知

　られるようになった。

・１９３４年，瀬戸内海・雲仙・霧

島に次いで国立公園に指定さ

れる。

・東西１８㎞，南北２５㎞で，世界

最大のカルデラ（火口原）を

もつ。

・火山活動の状況にもよるが，

現在も噴煙をあげている中岳

の火口近くまで行くことがで

きる。

・２０１４年，日本で７番目の世界

ジオパークに認定された。

九州地方
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図
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（
164×
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指導書のイメージ
（現行版の地名解説編，フラッシュカード）※一部，内容が変わる場合があります。

新旧比較

▶教育委員会などからの委託を
受けて作成する，オーダーメ
イドの地図です。３年生の「身
近な地域や市区町村の様子」や
「市の様子の移り変わり」にも
対応できます。裏面を４年生
の都道府県学習に対応した内
容で作成することも可能です。

地域版地図
（市区町村の地図）

昭和20年代の横浜市港北区
（※区域は現在に合わせています）裏面現在の横浜市港北区表面

『拡大教科書』， 『みんなの地図帳〜見やすい・使いやすい〜』
特別支援教育のための地図帳

弊社社員による
「地図説明会」の
ようす

サ
ポ
ー
ト

4039 4039



教育基本法との対応

本書の特色一覧

教育基本法第２条 特に意を用いた点や特色　　　※（　）は教科用図書「地図」の掲載ページ 本資料での
特色と掲載ページ

第１号　

幅広い知識と教養を
身に付け，真理を
求める態度を養い，
豊かな情操と道徳心
を培うとともに，
健やかな身体を養う
こと。

・�４年間を通じて使用するため，児童の発達段階に応じた地図表現・配列を工夫するとともに，�
縮尺に応じて記載内容の精選を行っている。�
（例）�おもに中学年向け：「世界発見！」（p.１-３），「広く見わたす地図」（p.19-28）�

おもに高学年向け：「都道府県を見る地図（100万分の１図）／くわしく見る地図（50万分の１図，
20万（30万）分の１図，５万分の１図）」（p.31-72），世界の国 （々p.118-120）

・�日本の領域（領土・領海・領空など）を正しく理解できるように，日本の領土とそのまわりの�
地図とともに，領域に関する模式図のほか，日本固有の領土および東西南北端の写真と解説を
掲載している。（p.29-30）
・�47都道府県の名称と位置を習得できるページ「都道府県の名前と位置」を設けている。�
（p.115-117）
・�四方を海に囲まれた島国で，南北に長い日本列島の特徴が視覚的にイメージできる地図�
「日本をながめてみよう」を設置している。また，地震や火山活動との因果関係が考えられる�
ように，海底地形のようすを再現している。（p.４-６）
・�日本各地の特色や交通による地域間の結びつきがわかりやすく捉えられる160万分の１図�
「広く見わたす地図」を設けている。（p.19-28）
・�47都道府県の位置や形，大きさを正確に理解できるように，「都道府県を見る地図」は，�
縮尺を原則100万分の１で統一している。（p.31-70）
・�大都市とその周辺との結びつきがより詳細に読み取れる「くわしく見る地図」（50万分の１図，�
30万分の１図，20万分の１図）を設けている。（p.31，35-36，41-42，45-46，47-48，53-
54，55，59-60，63-65，68）
・�六大陸と三海洋，おもな国の位置関係や形，大きさが正確に理解できるように，世界の州別�
地図は縮尺を4000万分の１で統一している。（p.75-76，79-80，83-84）
・�日本と関係が深いアジア，ヨーロッパ，アメリカ合衆国は別途拡大図を設けている。�
（p.77-78，81-82，85-86）
・�巻末には，日本と世界の統計とグラフを設けて，さまざまな学習場面と関連付けられる。
（p.103-105）

おもに
特色１
→p.３-12

特色２
→p.13-30

第２号　

個人の価値を尊重して，
その能力を伸ばし，
創造性を培い，自主
及び自律の精神を
養うとともに，職業
及び生活との関連を
重視し，勤労を
重んずる態度を
養うこと。

・�資料活用能力が高められるように，地図を見る視点を示唆したり，地図活用を促したりする�
キャラクターを配置している。（全体）
・�児童が主体的に地図帳を活用する中で，地図活用の技能や「社会的な見方・考え方」の育成に�
つながる問い「地図マスターへの道」を設けている。（全体）
・�生涯にわたって地図帳を使いこなすための基礎力を育めるように，「地図のやくそく」，�
「地図帳の使い方」を12ページにわたってわかりやすく扱っている。（p.７-18）　
・�地図帳の活用に必須の技能である「さくいん」の見方・引き方は，p.17のほか，p.106でも�
わかりやすく解説している。
・�動画やクイズなどによって学習を支援する「二次元コード」を適宜設置している。（全体）
・�地図中の都道府県名や都道府県庁所在地名の漢字には，UD学参フォントを独自開発・採用して
いる。「とめ・はね・はらい」が正しく表現されるため，国語科の学習にも資する。（日本地図部分）
・�地名の漢字は，各自治体が定めた正式な字を採用し，すべての地名に漢字と対応する位置に�
ふりがなを付して，正しい知識が身につけられる。（日本地図部分）

おもに
特色１
→p.３-12

特色３
→p.31-34

特色４
→p.35-37

教育基本法第２条 特に意を用いた点や特色　　　※（　）は教科用図書「地図」の掲載ページ 本資料での
特色と掲載ページ

第３号　

正義と責任，男女の
平等，自他の敬愛と
協力を重んずると
ともに，公共の精神に
基づき，主体的に
社会の形成に参画し，
その発展に寄与する
態度を養うこと。　　

・�インクルーシブ教育に配慮し，全編にわたってユニバーサルデザイン（タイトルレイアウトの
統一，文字の書体・大きさ，文節改行，カラーバリアフリーを含む色覚特性に配慮した�
色づかいなど）を採用している。（全体）

・�多様なコミュニケーション能力を身につけるために，手話による都道府県の表し方を紹介した
コーナー「手話で表す都道府県」を設けている。（p.115）

・�男女の平等の視点を意識し，男女の児童キャラクターは，ほぼ同数回登場するようにしている。�
（全体）
・�自他との協調と協力の態度の育成を意識し，キャラクターどうしが学び，教え合いながら，�
学習していく場面を設定している。（p.７-18など）

・�防災・減災への意識が高められるように，日本列島で起こった自然災害の事例を学ぶページを
設けている。（p.91-92）

・��自然災害の発生に備え，児童自身が身を守るために何ができるかを主体的に考えられる�
「防災マップづくり」を詳細に紹介している。（p.94）
・�防災・減災に取り組む人々の努力や工夫を地域事例で取り上げている。（p.54「洪水への備え」，�
p.47-48，61-62，63-65 「おもな広域防災拠点」「災害時のおもな避難場所」の凡例）

おもに
特色２
→p.13-30

特色４
→p.35-37

第４号　

生命を尊び，自然を
大切にし，環境の
保全に寄与する態度
を養うこと。

・�かけがえのない自然について理解できるように，「天然記念物」「貴重な動植物」「世界自然遺産」�
「ラムサール条約登録湿地」　「世界ジオパーク」 などを掲載している。（p.31-72,87-88）
・�環境保全への人々の取り組みを知る材料として，風力発電や地熱発電，太陽光発電などによる，�
自然エネルギーを利用した大規模な発電所がわかる記号を設けている。（p.31-72）

おもに
特色２
→p.13-30

第５号　

伝統と文化を尊重し，
それらを育んできた
我が国と郷土を
愛するとともに，
他国を尊重し，
国際社会の平和と
発展に寄与する態度
を養うこと。　

・�「都道府県を見る地図（100万分の１図）／くわしく見る地図（50万分の１図）」は，地域の特色�
ある人々のくらしのようすや産業が読み取れるように，土地の高さによる色分け（等高段彩表現）
と，市街地，田，畑，果樹園など土地の使われ方による色分け(土地利用表現）を組み合わせた�
地図表現を採用している。（p.31-72）
・�各地で守り伝えられてきた祭りや伝統行事，歴史的建造物，自然などをイラストや絵記号で�
全編にわたって掲載している。（全体）
・�歴史と文化を尊重する態度を育めるように，歴史地名や世界文化遺産について，それぞれ青色
と緑色の反転文字で示している。 （全体）

・�日本の歴史と世界文化遺産を取り上げたページを設けている。（p.101-102）
・�世界文化遺産や歴史地名が集中する京都市中心部や奈良市中心部などは見開きで大きく�
取り上げている。（p.49-50）

・�日本各地の特色ある産業や生活に関わる地域資料図を掲載している。�
（p.32⑥，54②，55①，66②，71③，883 ）
・�世界への興味や関心が高まるように，表見返しの世界全図には，おもな国（14か国）の挨拶や�
国旗，イラストを入れている。国名や一部イラストには英語を付記している。（p.１-３）

・�他国を尊重する態度を育めるように，裏見返しの世界全図には，世界197か国の国旗を掲載�
している。（p.118-120）

・�他国への理解が深まるように，世界の州別地図およびアメリカ合衆国の地図には，産業や文化，�
世界遺産に関わるイラストや現地の生活のようすがわかる写真を設けている。また，おもな国
の国名や都市名，アメリカ合衆国の州名には英語を付記している。（p.75-86）

おもに
特色１
→p.３-12

特色２
→p.13-30

下表のExcelデータは
こちら
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各学年の
指導事項への対応

学習指導要領の
おもな内容

教科用図書「地図」の
掲載ページ（例） 具体的な特色 本資料での

特色と掲載ページ

第
５
学
年

内容（１）
世界の大陸と
おもな海洋

p.73-74 世界と地球儀
・�六大陸と三海洋の名称と形や大きさ，位置を正しく理解できるように，大陸
別に色分けした世界地図を掲載している。また，地球儀の使い方をわかり�
やすく解説している。

おもに
特色２
→p.13-30

内容（１）
おもな国の位置

p.118-
　120 世界の国々

・�世界の国々の名称や日本との位置関係がわかるように，３ページ大の世界地図
を掲載している。197か国の国旗を，州ごとのまとまりで掲載している。

内容（１）
日本の位置と
領土

p.29-30 日本の領土と
そのまわり

・�日本の領域を正しく理解できるように，排他的経済水域の範囲や北方領土・�
竹島・尖閣諸島の日本固有の領土，日本の東西南北端の写真と解説を設けて
いる。
・�「領土・領海・領空」などの用語を模式図でわかりやすく説明している。
・�近隣の国々との位置関係をわかりやすく捉えられるように，国別に色分け�
した地図表現を採用している。

内容（２）
日本の農業や
水産業

内容（３）
日本の工業生産

p.31-72
都道府県を
見る地図/
くわしく見る地図

・�地域の特色ある人々のくらしのようすや産業が読み取れるように，土地の高さ
による色分け（等高段彩表現）と，市街地，田，畑，果樹園など土地の使われ方
による色分け（土地利用表現）を組み合わせた地図表現をベースに，産業�
（農林水産物，工業製品・伝統的工芸品）などの絵記号を豊富に掲載している。

p.95-98
p.103-
　104

産業の資料図/
日本の統計

・�日本全国の農産物の産地や工業の分布の資料図を多数掲載している。
・�日本の統計では，都道府県ごとの産業をはじめ人口，面積，くらしと環境など，�
生活に関わるものまで取り上げている。また，ふるさと自慢やおもな伝統的�
工芸品を一覧で掲載している。さらに，おもな農産物の生産や工業製品の�
生産額を帯グラフで示している。

内容（５）
日本の自然環境

p.87-90
p.91-94

日本の地形・
気候/
自然災害と
防災

・�日本の地形や気候の資料図を多数掲載している。
・�地震や火山，水害などの自然災害に関する正しい知識を身につけられる�
資料図を掲載している。

第
６
学
年

内容（１）
日本の政治の
働き

p.61-62 日本の首都・
東京

・�おもなテレビ局や新聞社，大使館などに加え，「東京2020オリンピック・�
パラリンピックのおもな会場予定地，競技名など」を掲載している。

おもに
特色２
→p.13-30

内容（２）
日本の歴史

p.31-72
都道府県を
見る地図/
くわしく見る地図

・�「東大寺」など，歴史的に重要な場所は反転文字にして目立たせている。
・�「姫路城」などのおもな世界文化遺産の場所を地図上に示し，さらに伝統的�
工芸品の絵記号は，「播州そろばん」など，できるだけ産地の名称を付している。

p.101-
　102

日本の歴史と
世界文化遺産

・�「土佐」など昔の国の範囲がわかる地図を掲載している。また，「日本のおもな
できごと」の年表には地図帳の参照ページを付し遺跡や事件の場所を地図で�
確認するように促している。また，世界文化遺産を写真付きで紹介し我が国�
の歴史や国土への関心を高められるよう工夫している。

内容（３）
グローバル化する
世界と日本

p.99-
　100
p.118-
　120

日本と世界の
結びつき

・�貿易や観光など，グローバル化する世界と日本の結びつきを，図や表で�
わかりやすく示している。また，過去のオリンピック・パラリンピックの�
開催地と開催年を世界全図で示している。
・�グローバルな視点を養い，世界への関心を引き出す詳細な世界全図を巻末に
掲載している。また，他国を尊重する態度を育めるように，世界197か国の
国旗を掲載している。

学習指導要領の
おもな内容

教科用図書「地図」の
掲載ページ（例） 具体的な特色 本資料での

特色と掲載ページ

第
３
学
年

内容（１）
方位や地図記号
／市区町村の
地形や
土地利用など

p.７-14 地図の
やくそく

・�３年生からの使用に対応し，児童がつまずかないように，学校のまわりから
実際のまち（大阪府堺市）へと視点を広げることで「地図の成り立ち」について
段階的にわかりやすく解説している。また，方位・地図記号・きょりの�
求め方など「地図のやくそく」についても，わかりやすく解説している。

おもに
特色１
→p.３-12

p.15-18 地図帳の
使い方

・�地図記号，土地の高低と土地利用の色表現，さくいんの使い方や目的に�
応じた地図の使い分け，縮尺まで，この地図帳の使い方をわかりやすく解説
している。

内容（２）
生産や販売の
仕事／他地域や
外国との関わり
／我が国や
外国の国旗

p.１-３ 世界発見！

・�世界のおもな国々の名称と位置，外国から輸入されるおもな商品を通した�
日本との関わりがわかるように，記載内容を精選し，イラストを多用した�
親しみやすい世界全図を掲載している。また，おもな国（14か国）の挨拶を掲
載したり，国旗を取り上げたりして，国際理解に資するように配慮している。

p.４-６
p.19-28

日本をながめて
みよう/
広く見わたす
地図

・�３年生でも国土の地形の特色が読み取りやすい日本全図「日本をながめてみ
よう」や，日本各地のおもな名産品などのイラストを掲載した親しみやすい表
現の「広く見わたす地図（160万分の１図）」を設けている。

第
４
学
年

内容（１）
47都道府県の
名称と位置

p.115-
　117

都道府県の
名前と位置

・�47都道府県の名称と位置について，形や文字，位置などをもとにしたイラスト
紹介をきっかけとして，児童自らが都道府県の特色と関連付けながら�
身につけられる。
・�インクルーシブ教育に配慮して，「手話で表す都道府県」を掲載している。

おもに
特色４
→p.35-37

内容（３）
自然災害から
人々を
守る活動

p.91-94
日本の
自然災害と
防災

・�過去に発生したおもな自然災害の地図や，防災・減災に向けたさまざまな�
備えや取り組みについての模式図を掲載している。
・�児童自身が身の守り方などの防災意識を主体的に高められるよう，�
「先人たちが残した教訓」の資料や，災害へ備えるための「防災マップづくり」�
を掲載している。

おもに
特色２
→p.13-30

内容（４）
県内の文化財や
年中行事

p.19-28
p.31-72
p.103-
　104

広く見わたす
地図/
都道府県を
見る地図/
くわしく見る
地図/
日本の統計

・�「広く見わたす地図（160万分の１図）」では，日本のおもな祭りや国宝の城�
などをイラストで掲載している。また，「都道府県を見る地図（100万分の�
１図）」や「くわしく見る地図（50万分の１図）」などでは，巻末統計に示した�
伝統的工芸品をはじめ，地図上に伝統文化に関する絵記号を掲載している。

内容（５） 
県内の特色ある
地域

p.31-72
都道府県を
見る地図/
くわしく見る地図

・�県内の特色ある人々のくらしのようすや産業が読み取れるように，土地の高
さによる色分け（等高段彩表現）と，市街地，田，畑，果樹園など土地の使わ
れ方による色分け（土地利用表現）を組み合わせた地図表現をベースに，産業
（農林水産物，工業製品・伝統的工芸品），環境（ラムサール条約登録湿地，貴
重な動植物），歴史（おもな世界文化遺産）などの絵記号やおもな歴史地名・事
項を豊富に掲載している。

内容（５） 
国際交流

p.86 姉妹都市 ・�国際交流に取り組んでいる姉妹都市の例を掲載している。

下表のExcelデータは
こちら
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観点 特色項目 具体的な特色 本資料での
特色と掲載ページ

表
記
・
表
現
の
配
慮

人々のくらしが
見える地図表現

・�日本の地図「都道府県を見る地図（100万分の１図），くわしく見る地図（50万分の１図）」では，地域の特色�
ある人々のくらしのようすや産業が読み取れるように，土地の高さによる色分け（等高段彩表現）と，土地�
の使われ方による色分け（土地利用表現）を組み合わせた地図表現にしている。

おもに
特色２
→p.13-30

立体感のある
地図表現

・�地形の起伏を捉えやすくするように，土地の高さによる色分け（等高段彩表現）と手描きによる陰影表現�
（レリーフ）を組み合わせた立体感のある地図表現にしている。

美しく明るい色調 ・�地図や写真を美しく鮮明に表現するために，通常の４色インキに「クサ色（黄緑色）」を加えた5色で印刷�
している。

読み取りやすい
文字･記号

・�47都道府県の名称と位置，都道府県の形，都市と産業，地域間の結びつきを正しく把握できるように，記号
や文字をくっきりと記載している。全体にわたり，ユニバーサルデザイン（UD）フォントを採用している。

正しく地名を読む
ふりがな

・�地名の漢字は，各自治体が定めた正式な字を採用し，地名を正しく読めるように，すべての地名の漢字と�
対応する位置にふりがなを付している。

おもに
特色４
→p.35-37

正しい漢字表記で
学べる

・�都道府県名や都道府県庁所在地名の漢字に「とめ・はね・はらい」が正確なユニバーサルデザインの�
UD学参フォントを独自開発して採用している。

インクルーシブ教育
への配慮

・�全編にわたってユニバーサルデザイン（タイトルレイアウトの統一，文字の書体・大きさ，文節改行，�
カラーバリアフリーを含む色覚特性に配慮した色づかいなど）を採用している。

・�学習上大切な都道府県名や国名，都道府県庁所在地名や首都名など重要地名の文字は，太く大きくして�
読みやすくしている。また，都市名や都道府県名，国名などには白色系の縁を付して読みやすくしている。

・�色覚特性のある児童にも見やすいように，土地利用ごとに色分けした，緑系の田・畑，赤系の果樹園には,�
色の下に紋様（地紋）を入れて，判別しやすくしている。
・�「手話で表す都道府県」コーナーを設けている。（p.115）

地
図
活
用
の
技
能
が
身
に
つ
く
工
夫

地図のやくそく・
地図帳の使い方

・�３年生からの使用に対応し，初めて地図帳を手にする児童がつまずかないように，地図の成り立ち，方位，�
地図記号，きょりの求め方，さくいんの使い方，縮尺などを，巻頭で12ページにわたってわかりやすく�
解説している。

おもに
特色１
→p.3-12

主体的な学びを促す
「地図マスターへの道」，
「二次元コード」

・�児童が主体的に地図を活用できるように，自学自習ができる問い「地図マスターへの道」を設けている。�
問いに答えていくことで，達成感を得ながら地図活用の技能や「社会的な見方・考え方」を身につけられる。

・�地図や社会科の学習を支援するコンテンツを二次元コードから読み取ることができる。 おもに
特色３
→p.31-34学習意欲を促す

「キャラクター」
・�地図の見方を示唆したり，活用を促したりする男の子と女の子のキャラクターによって，児童自らが調べたり�
考えたりできるようにしている。また，教師役のキャラクター「スパロウ先生」による「問いかけ」によって，�
「地図マスターへの道」の学習活動をさらに深められる。

配
列
・
構
成

読み取りやすい判型
（A４判）

・�地理的な位置関係や地域間の結びつきが的確に捉えられ，また，記載内容が読み取りやすいように，�
判型はA４判を採用している。

おもに
特色２
→p.13-30

学習しやすい配列 ・�中学年向けの親しみやすい表現の「広く見わたす地図（160万分の１図）」から，高学年向けのくわしい表現の�
「都道府県を見る地図（100万分の１図）」の順に配列し，発達段階に配慮している。

比較しやすい縮尺
・�日本の国土を広域的に見る「広く見わたす地図」は縮尺160万分の１，「都道府県を見る地図」は原則として�
100万分の１，「くわしく見る地図」は50万分の１，20万（30万）分の１，５万分の１で統一し，地域どう
しを比較しやすくしている。 

・�世界の州別地図は，赤道の真上からの視点で捉えた4000万分の１の等高段彩表現の地図で統一している。

見やすく探しやすい
工夫

・�見開き右ページの小口部分には，地図の種別（広く見わたす地図，世界，統計，さくいん など）ごとに�
色分けしたインデックスを設けて，探しやすくする工夫をしている。

・�「都道府県を見る地図（100万分の１図）」では，隣接地域の地図が何ページにあるかを記号で示し，高速道路
や船の航路を指で追う活動などでも簡単に見つけられるよう工夫している。

・�さくいんの都道府県名・都道府県庁所在地名・国名を赤色文字，日本の歴史地名と世界の首都名を�
青色文字にして，見つけやすくしている。また，日本の各地名には「市」「町（東京都の区）」「村」�
「字・旧市町村」「世界文化遺産」「世界自然遺産」の記号を付して，地名の種類がわかるようにしている。

印
刷
・
製
本

軽くて丈夫な製本

・�児童の身体的負担を軽減するために，A４サイズ換算で１ページあたりの重さを現行版より約15％も軽い専
用用紙を新たに開発し，採用している。
・�表紙には，引き裂き，引っ張り，折れなどに対して耐性の強い用紙を使用し，さらに表面の摩擦や汚れを�
防ぐためにポリプロピレンシートを貼っている。

・�製本はページの落丁を防ぐために糸かがりの方法を用いるとともに，背に「寒冷紗」という布を巻いて�
強化し，４年間の使用に耐える丈夫な製本仕様としている。 おもに

特色４
→p.35-37美しく鮮明な印刷 ・�地図や写真を美しく鮮明に表現するために，通常の４色インキに「クサ色（黄緑色）」を加えた５色で印刷している。

折り込みページの
補強

・�４年間の使用に耐えられるように，３ページ大の折り込みページは，折り目部分の表面をコーティングして
補強し，切れ落ちることがないようにしている。

地球環境への配慮 ・�環境問題に配慮して，全ページに再生紙と植物油インキを使用している。
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本書の著作関係者

この一冊に込めた想い

奈良教育大学  教授

岩本廣美

著作者を代表して

　新学習指導要領の社会科の目標では「グローバル化する国際社会を主体的に生きる～（抜粋）」ことが求められ

ていますが，これを受けて，2020 年度より，地図帳は従来よりも１年早い小学校第３学年から配布されることとなり，

新たな学習環境が生まれることになります。

　第３学年では，地図活用の基本となる，方位や地図記号を扱うことが求められています。帝国書院の新版『楽し

く学ぶ 小学生の地図帳』では，地図の成り立ちや距離の求め方も含めて，12 ページにわたり「地図のやくそく・

地図帳の使い方」が丁寧にわかりやすく解説されています。これは，初めて地図帳を手にする第３学年の児童が使

用するにあたり，最初の段階でつまずかないようすることが必要であると考えたためです。

　また，小学生にとって親しみやすい絵記号やイラストを多用するなど，地図帳を開いてみたくなる工夫を凝らし

ています。これは，児童が驚きや楽しさを感じてもらいながら学習に取り組むことが，資料活用能力の向上につな

がると考えたためです。

　さらに，地図帳の見やすさの追究にも力を入れています。これまで培ってきた５色印刷の色味の良さを残しつつ，

今回は記載内容の精選，丸みのあるユニバーサルデザインフォントを全面に使用するなどの配慮をしています。

　このわかりやすく，親しみやすく，見やすい，新版『楽しく学ぶ 小学生の地図帳』を手に取った児童が，日本と

世界への理解を深め，よりよい社会の形成に向けて自ら考え行動する人材に育っていくことを，私たちは強く願っ

ています。

第３学年からの地図帳使用に向けた工夫

帝国書院の
地図づくりへの想い

［ 新課程 地図帳Webへ(動画) ］

児童の学習に配慮した
編集上の工夫

下表のExcelデータは
こちら

［ 新課程 地図帳Webへ ］

※所属・肩書は，2019年３月時点のもの
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